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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のアップリンクキャリアに対応する情報であって、アップリンクキャリアの周波数
の表示と、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）共通構成と、時間整列（ＴＡ）タイマ
共通構成とを含む情報をユーザ機器において受信するステップと、
　前記情報に基づいて、複数のアップリンクキャリアから一のアップリンクキャリアを前
記ユーザ機器において選択するステップであって、前記選択は、ダウンリンクキャリアの
基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）と閾値との比較に基づき、前記一のアップリンクキャリア
は、前記ＲＳＲＰが閾値未満であることに応答して第１の周波数を有し、前記一のアップ
リンクキャリアは、前記ＲＳＲＰが閾値を上回ることに応答して第２の周波数を有し、前
記第1の周波数は、第２の周波数よりも低いステップと、
　前記一のアップリンクキャリアを使用してランダムアクセスを実行するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記一のアップリンクキャリアは、前記複数のアップリンクキャリアのうちの別のアッ
プリンクキャリアに関する送信問題を前記ユーザ機器において決定することに応答して選
択される、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記送信問題を決定することは、ランダムアクセスプリアンブルが閾値回数まで前記別
のアップリンクキャリアを使用して送信されることを前記ユーザ機器において決定するこ
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とを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記送信問題を決定することは、データパケットが、閾値回数まで前記別のアップリン
クキャリアを使用して送信されることを前記ユーザ機器において決定することを含む、請
求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記一のアップリンクキャリアが前記ＴＡタイマと比較してステップ外であると前記ユ
ーザ機器が判定することに応答して、前記複数のアップリンクキャリアから第２のアップ
リンクキャリアにアクセスするための要求を前記ユーザ機器が送信する、請求項１に記載
の方法。
【請求項６】
　基地局と、無線装置とを含むシステムであって、
　前記基地局は、複数のアップリンクキャリアに対応する情報を送信するよう構成され、
前記情報は、アップリンクキャリアの周波数の指示と、ランダムアクセスチャネル（ＲＡ
ＣＨ）共通構成と、時間整列（ＴＡ）タイマ共通構成とを含み、
　前記無線装置は、複数のアップリンクキャリアに対応する情報を受信し、前記情報に基
づき、前記複数のアップリンクキャリアから一のアップリンクキャリアを選択するよう構
成され、
　前記選択は、ダウンリンクキャリアの基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）と閾値との比較に
基づいており、前記一のアップリンクキャリアは、前記ＲＳＲＰが閾値未満であることに
応答して第１の周波数を有し、前記一のアップリンクキャリアは、前記ＲＳＲＰが閾値を
超えることに応答して第２の周波数を有し、前記第１の周波数は、前記第２の周波数より
も低く、前記一のアップリンクキャリアを使用してランダムアクセスを実行する
ことを特徴とするシステム。
【請求項７】
　前記一のアップリンクキャリアは、前記複数のアップリンクキャリアのうちの別のアッ
プリンクキャリアに関する送信問題を決定するように構成されている前記無線装置に応答
して選択される、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　決定された前記送信問題は、前記別のアップリンクキャリアを閾値回数まで使用してラ
ンダムアクセスプリアンブルが送信されることを決定するように構成された前記無線装置
を含む、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記送信問題を決定することは、前記別のアップリンクキャリアを使用してデータパケ
ットが閾値回数まで送信されることを決定するように構成されている前記無線装置を含む
、請求項７に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記無線装置は、前記アップリンクキャリアが前記ＴＡタイマと比較してステップ外で
あると判定することに応答して、前記複数のアップリンクキャリアから第２のアップリン
クキャリアにアクセスする要求を送信するよう構成される、請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　プロセッサと、
　前記プロセッサによって実行されたときに、請求項１～４に記載の方法の実行を生じさ
せるプロセッサ実行可能命令を備えるメモリと
を含む無線通信装置。
【請求項１２】
　実行されると、請求項１～４に記載の方法の実行を生じさせるプロセッサ実行可能命令
を格納した非一時的コンピュータ可読媒体。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
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【背景技術】
【０００１】
　ユーザ機器（ＵＥ）と基地局（ＢＳ）との間などの無線ノード間の通信リンクは、１つ
又は複数のアップリンクキャリアを使用して容易にされ得る。例えば、ＵＥは、アップリ
ンクキャリアにアクセスし、アップリンクを使用して、ＢＳへ及び／又はＢＳを介してデ
ータを送信することができる。
しかしながら、アップリンクキャリアは、常に利用可能であるとは限らず、限られた及び
／又は変化するリソースを有し、及び／又は限られた及び／又は変化する能力を有するこ
とがある。
【発明の概要】
【０００２】
　本開示によれば、アップリンクキャリアへのアクセスの提供を促進するための1つ又は
複数のデバイス及び／又は方法が提供される。一例において、複数のアップリンクキャリ
アに対応する情報は、無線ノードから受信され得る。アップリンクキャリアは、情報に基
づいて複数のアップリンクキャリアから選択され得る。アップリンクキャリアにアクセス
するための要求は、無線ノードに送信され得る。
【０００３】
　一例では、第１のアップリンクキャリアに対応する第１の優先度及び第２のアップリン
クキャリアに対応する第２の優先度に基づいて、第１のアップリンクキャリア及び第２の
アップリンクキャリアの中から第１のアップリンクキャリアを選択することができる。第
１のアップリンクキャリアにアクセスするための要求は、無線ノードに送信され得る。
【０００４】
　一例では、アップリンクキャリアにアクセスするための要求は、無線ノードに送信され
得る。要求は、アップリンクキャリアの表示を備えることができる。
【０００５】
　一例において、複数のアップリンクキャリアに対応する情報は、無線ノードに送信され
得る。
【０００６】
　一例では、アップリンクキャリアにアクセスするための要求は、無線ノードから受信さ
れ得る。
要求は、アップリンクキャリアの表示を備えることができる。アップリンクキャリアが利
用可能であるかどうかに基づいて、応答が生成され得る。応答は、無線ノードに送信され
得る。
【０００７】
　一例では、複数のアップリンクキャリアのうちのアップリンクキャリアの表示が識別さ
れ得る。
アップリンクキャリアにアクセスするための要求は、表示に基づいて、無線ノードに送信
され得る。
一例では、アップリンクキャリアの表示は、無線ノードに送信されることができる。
【０００８】
　本明細書で提示される技法は、代替の形態で実施され得るが、図面に示される特定の実
施形態は、本明細書で提供される説明を補足するいくつかの例にすぎない。これらの実施
形態は、本明細書に添付された特許請求の範囲を限定するなど、限定的な方法で解釈され
るべきではない。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示的
な方法を示すフローチャートである。
【図２】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示的
な方法を示すフローチャートである。
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【図３】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示的
な方法を示すフローチャートである。
【図４】複数のアップリンクキャリアに対応する情報の送信を促進するための例示的方法
を示すフローチャートである。
【図５】第１の無線ノードによって送信されたアップリンクキャリアにアクセスするため
の要求に応答する第２の無線ノードの例示的な方法を示すフローチャートである。
【図６Ａ】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示
的な方法を示すフローチャートである。
【図６Ｂ】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示
的な方法を示すフローチャートである。
【図７】アップリンクキャリアの表示の送信を促進するための例示的な方法を示すフロー
チャートである。
【図８】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示的
なシステムを示す構成要素ブロック図である。
【図９】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示的
なシステムを示す構成要素ブロック図である。
【図１０】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示
的なシステムを示す構成要素ブロック図である。
【図１１】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示
的なシステムを示す構成要素ブロック図である。
【図１２】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示
的なシステムを示す構成要素ブロック図である。
【図１３】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示
的なシステムを示す構成要素ブロック図である。
【図１４】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示
的なシステムを示す構成要素ブロック図である。
【図１５】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示
的なシステムを示す構成要素ブロック図である。
【図１６】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示
的なシステムを示す構成要素ブロック図である。
【図１７】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示
的なシステムを示す構成要素ブロック図である。
【図１８】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示
的なシステムを示す構成要素ブロック図である。
【図１９】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示
的なシステムを示す構成要素ブロック図である。
【図２０】アップリンクキャリアにアクセスするための要求の送信を促進するための例示
的なシステムを示す構成要素ブロック図である。
【図２１】本明細書で提示される技法の少なくとも一部を利用及び／又は実装することが
できる基地局（ＢＳ）の例示的な構成を含むシナリオの図である。
【図２２】本明細書で提示される技法の少なくとも一部を利用及び／又は実装することが
できるユーザ機器（ＵＥ）の例示的な構成を含むシナリオの図である。
【図２３】本明細書で説明される規定のうちの１つ又は複数による例示的な非一時的なコ
ンピュータ可読媒体を特徴とするシナリオの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付図面を参照して主題をより完全に説明するが、添付図面は、本明細書の一部
を形成し、例示として、特定の実施形態例を示す。この説明は、公知の概念の広範な又は
詳細な議論として意図されていない。当業者に一般的に知られている詳細は、省略されて
いるか、又は要約した形で扱われてもよい。
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【００１１】
　以下の主題は、方法、デバイス、構成要素、及び／又はシステムなど、様々な異なる形
態で具現化され得る。従って、この主題は、本明細書に記載される任意の例示的な実施形
態に限定されるものとして解釈されることを意図しない。むしろ、例示的な実施形態は、
単に例示的であるように提供されている。そのような実施形態は、例えば、ハードウェア
、ソフトウェア、ファームウェア、又はそれらの任意の組み合わせの形態をとり得る。
【００１２】
　１つ又は複数のアップリンクキャリアへのアクセスの提供を促進するための１つ又は複
数のコンピューティングデバイス及び／又は技法が提供される。例えば、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）は、ネットワークの基地局（ＢＳ）を介して（例えば、無線通信）ネットワークに接
続することができる。ＵＥは、１つ又は複数のセルを有することができる。例えば、１つ
又は複数のセルは、一次サービスセル及び／又は１つ又は複数の二次サービスセルを備え
ることができる。一次サービスセルは、パラメータ及び／又は非アクセス階層（ＮＡＳ）
モビリティ特徴を受信及び／又は送信（例えば、セキュア）するために使用され得る。１
つ又は複数の二次サービスセルは、ＵＥにデータサービスを提供するために使用され得る
。各セルは、ダウンリンクキャリアを備えることができ、１つ又は複数のセルは、アップ
リンクキャリアを備えることができるが、いくつかの実装形態では、１つ又は複数のセル
は、アップリンクキャリアを備えることができない。従って、そのような実装形態では、
アップリンクキャリアよりも多くのダウンリンクキャリアが存在することができ、ダウン
リンク周波数帯域よりも多くのアップリンク周波数帯域を使用することができるシステム
は、（例えば、低い）データ速度、効率などで制限されることができる。従って、本明細
書で提示される技法のうちの１つ又は複数によれば、ＵＥの１以上のセルが、それぞれ１
つの（又は複数の）ダウンリンクキャリア、及び１以上（例えば、複数）のアップリンク
キャリアを有することを可能にし、これにより、ＵＥのアップリンクキャリア（例えば、
及び／又はＵＥのセル）が、ＵＥのダウンリンクキャリア（例えば、及び／又はＵＥのセ
ル）の数を上回るシナリオを支援するように、アップリンクキャリアへのアクセスの提供
が促進され得る。
【００１３】
　第１の無線ノードから第２の無線ノードへアップリンクキャリアにアクセスするための
要求の送信を容易にする例示的な方法１００が、図１に示されている。第１の無線ノード
は、ユーザ機器（ＵＥ）であり得、第２の無線ノードは、ネットワーク及び／又は基地局
（ＢＳ）であり得る。第１の無線ノードは、アップリンクキャリアを使用して、１つ又は
複数のデータパケットを第２の無線ノードに送信することができる（例えば、送信するこ
とを要求される）。従って、１０５において、第１の無線ノードは、（例えば、第２の無
線ノードから）複数のアップリンクキャリアに対応する情報を受信する。複数のアップリ
ンクキャリアの中のアップリンクキャリアは、データ送信のために使用されるように選択
され得る。従って、１１０において、第１の無線ノードは、受信された情報に基づいて、
複数のアップリンクキャリアからアップリンクキャリアを選択することができる。
【００１４】
　複数のアップリンクキャリアに対応する情報は、第１の無線ノードが、第１の無線ノー
ドがサポートすることができる、複数のアップリンクキャリアのうちのどのアップリンク
キャリアが、データ送信のために使用されるように選択されるべきかを決定することを可
能にし得る。情報（例えば、どのアップリンクキャリアを選択するかを決定するために使
用される情報）は、アップリンクキャリアの周波数の表示を含み得る。代替的に及び／又
は追加的に、情報はアップリンクキャリアの帯域幅を含み得る。代替的に及び／又は追加
的に、情報は、アップリンクキャリアの剰余スペクトル漏れを含んでもよい。代替的に及
び／又は追加的に、情報は、アップリンクキャリアの優先度を含むことができる。代替的
に及び／又は追加的に、情報は、最大送信電力を含むことができる。情報は、ランダムア
クセスチャネル（ＲＡＣＨ）共通構成、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）共
通構成、物理制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）構成、物理共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）構成、
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サウンディング基準信号（ＳＲＳ）共通構成、アップストリームループ長構成、タイムア
ライメント（ＴＡ）タイマ共通構成、及び／又は他の情報などの１つ又は複数の構成を備
えることができる。
【００１５】
　第１の無線ノードは、例えば、その後アップリンクキャリアにアクセスすることを要求
することができる。従って、１１５において、第１の無線ノードは、アップリンクキャリ
アにアクセスするための要求を第２の無線ノードに送信することができる。第１の無線ノ
ードは、第１の無線ノードがすでにアクセスしている可能性がある（例えば、以前に）ア
クセスされたアップリンクキャリアを使用して、（例えば、第２の無線ノードに）当該要
求を送信することができる。第１の無線ノードは、要求を備えるデータパケットを（例え
ば、第２の無線ノードに）送信することができる。
【００１６】
　要求は、アップリンクキャリアの表示を備えることができる。アップリンクキャリアの
表示は、アップリンクキャリアの周波数を含むことができる。代替的に及び／又は追加的
に、アップリンクキャリアの表示は、アップリンクキャリアの識別を含んでもよい。
【００１７】
　第２の無線ノードは、（例えば、次いで）アップリンクキャリアが（例えば、第１の無
線ノードへのアクセスのために）利用可能であるかどうかを決定し得る。アップリンクキ
ャリアが（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）利用可能であることを決定
することに応答して、第２の無線ノードは、（例えば、第１の無線ノードへのアクセスの
ために）アップリンクキャリアが利用可能であることを示す、要求に対応する確認メッセ
ージを（例えば、第１の無線ノードに）送信し得る。確認メッセージは、アップリンクキ
ャリアの第２の表示を備えることができる。第２の表示は、アップリンクキャリアの周波
数を含むことができる。代替的に及び／又は追加的に、第２の表示は、アップリンクキャ
リアの第２の識別を備えることができる。代替的に及び／又は追加的に、確認メッセージ
は、アップリンクキャリア上の第１の無線ノードの構成（例えば、ＲＡＣＨリソース、Ｐ
ＵＳＣＨ情報、ＰＵＣＣＨ構成、ＳＲＳ構成、アップリンク電力排他的構成、チャネル品
質インジケータ（ＣＱＩ）構成、スケジューリング要求（ＳＲ）構成、ＴＡタイマ共通構
成、及び／又は他の情報など）を備えることができる。
【００１８】
　第１の無線ノードが（例えば、第２の無線ノードから）確認メッセージを受信すると、
第１の無線ノードは、アップリンクキャリアにアクセスすることができる。第１の無線ノ
ードがアップリンクキャリアにアクセスする様々なシナリオが考えられ得る。例えば、第
２の無線ノードが第１の無線ノードのための排他的ＲＡＣＨリソースを構成する場合、第
１の無線ノードは、アップリンクキャリアへの（例えば、非競合的である）ランダムアク
セスを開始し得る。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノードが第１の無線ノード
のための排他的RACHリソースを構成しない場合、第１の無線ノードは、アップリンクキャ
リアへのランダムアクセスを開始することができる。代替的に及び／又は追加的に、第２
の無線ノードがアップリンクキャリアのために第１の無線ノードを直接構成する場合、第
１の無線ノードは、アップリンクキャリアに直接アクセスし得る。
【００１９】
　第１の無線ノードがアップリンクキャリアにアクセスすると、第１の無線ノードは、（
例えば、第２の無線ノードに）完了メッセージを送信し得る。第１の無線ノードは、アッ
プリンクキャリアを介して完了メッセージを送信することができる。第１の無線ノードが
完了メッセージを送信すると、第１の無線ノードは、（例えば、さらなる）データを（例
えば、第２の無線ノードに）送信するためにアップリンクキャリアを使用することができ
る。
【００２０】
　アップリンクキャリアが（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）利用可能
でないと決定することに応答して、第２の無線ノードは、アップリンクキャリアが（例え
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ば、第１の無線ノードへのアクセスのために）利用可能でないことを示す、要求に対応す
る拒絶メッセージを（例えば、第１の無線ノードに）送信し得る。拒絶メッセージは、ア
ップリンクキャリアの周波数及び／又は拒絶の原因を含むことができる。拒絶メッセージ
を受信することに応答して、第１の無線ノードは、（例えば、第２の無線ノードへの）デ
ータの送信のために、例えば、以前にアクセスされたアップリンクキャリアを使用し得る
。
【００２１】
　いくつかの例では、アップリンクキャリアにアクセスする前に要求を（例えば、第２の
無線ノードに）送信するのではなく、第１の無線ノードは、アップリンクキャリアを選択
することに応答して、及び／又は要求を送信する前に、アップリンクキャリアにアクセス
し得る。第１の無線ノードは、例えば、その後アップリンクキャリアを介して第２の無線
ノードに要求を送信することができる。第２の無線ノードは、例えば、次に、（例えば、
第１の無線ノードへのアクセスのために）アップリンクキャリアが利用可能であるかどう
かを決定し得る。
【００２２】
　いくつかの例では、第１の無線ノードは、送信上の問題を有する可能性がある。例えば
、第１の無線ノードは、アップリンクキャリアを使用して、所望の速度でデータを送信す
ることができない場合がある。送信上の問題が発生し、及び／又は（例えば、第１の無線
ノード及び／又は第２の無線ノードによって）検出された場合、第２の無線ノードは、（
例えば、第２のアップリンクキャリアに関連付けられた）アップリンクキャリア表示情報
を第１の無線ノードに送信することによって、第２の（例えば、代替の）アップリンクキ
ャリアを第１の無線ノードに（例えば、直接的に）表示し得る。
【００２３】
　第２の無線ノードは、アップリンクキャリア表示情報を無線リソース制御（ＲＲＣ）メ
ッセージで送信することができる。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノードは、
物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）メッセージ中でアップリンクキャリア表示
情報を送信し得る。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノードは、媒体アクセス制
御（ＭＡＣ）制御要素（ＣＥ）メッセージ中でアップリンクキャリア表示情報を送信する
ことができる。
【００２４】
　アップリンクキャリア表示情報は、第２のアップリンクキャリアの周波数及び／又は第
２のアップリンクキャリアの構成を備えることができる。アップリンクキャリア表示情報
を受信すると、第１の無線ノードは、第２のアップリンクキャリアにアクセスし得る。第
１の無線ノードが第２のアップリンクキャリアにアクセスする様々なシナリオが考えられ
得る。例えば、第２の無線ノードが第１の無線ノードのための排他的ＲＡＣＨリソースを
構成する場合、第１の無線ノードは、第２のアップリンクキャリアへの（例えば、非競合
的である）ランダムアクセスを開始し得る。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノ
ードが第２のアップリンクキャリアのために第１の無線ノードを直接構成する場合、第１
の無線ノードは第２のアップリンクキャリアに直接アクセスすることができる。
【００２５】
　代替的に及び／又は追加的に、送信上の問題が発生した場合、第１の無線ノードは、第
２のアップリンクキャリアを選択することができる。送信上の問題が発生し、第１の無線
ノードが第２のアップリンクキャリアを選択する様々なシナリオが考えられ得る。例えば
、第１の無線ノードが、（例えば、ＭＡＣレイヤから）ランダムアクセスプリアンブルを
アップリンクキャリアに閾値回数（例えば、最大回数）送信するという決定がなされると
、第１の無線ノードは、第２のアップリンクキャリアにアクセスするための第２の要求（
例えば、ＲＲＣレイヤから）を、第２の無線ノードに送信することができる。代替的に及
び／又は追加的に、第１の無線ノードが（例えば、無線リンク制御（ＲＬＣ）層から）デ
ータパケットをアップリンクキャリアに閾値回数（例えば、最大回数）送信するという決
定がなされると、第１の無線ノードは、第２のアップリンクキャリアにアクセスするため
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の（例えば、ＲＲＣ層からの）第２の要求を、第２の無線ノードに送信することができる
。代替的に及び／又は追加的に、アップリンクキャリアが（例えば、ＴＡタイマタイムア
ウトに関連して）ステップ外であるという決定がなされると、第１の無線ノードは、第２
のアップリンクキャリアにアクセスするための（例えば、ＲＲＣレイヤからの）第２の要
求を、第２の無線ノードに送信し得る。
【００２６】
　第１の無線ノードから第２の無線ノードへアップリンクキャリアにアクセスするための
要求の送信を容易にする例示的な方法２００が、図２に示されている。第１の無線ノード
は、ＵＥであり得、第２の無線ノードは、ネットワーク及び／又はＢＳであり得る。第１
の無線ノードは、アップリンクキャリアを使用して、1つ又は複数のデータパケットを第
２の無線ノードに送信する（例えば、送信することを要求される）ことができる。従って
、第１の無線ノードは、第１のアップリンクキャリア及び第２のアップリンクキャリアを
備える（例えば、第２の無線ノードからの）複数のアップリンクキャリアに対応する情報
を受信することができる。情報は、第１のアップリンクキャリアに対応する第１の情報及
び／又は第２のアップリンクキャリアに対応する第２の情報を備えることができる。
【００２７】
　第１の無線ノードは、第１の情報に基づいて第１のアップリンクキャリアの第１の優先
度を決定することができる。第１の情報（例えば、第１の優先度を決定するために使用さ
れる）は、第１のアップリンクキャリアの周波数の表示を備えることができる。代替的に
及び／又は追加的に、第１の情報は、第１のアップリンクキャリアの帯域幅を備え得る。
代替的に及び／又は追加的に、第１の情報は、第１のアップリンクキャリアの剰余スペク
トル漏れを含んでもよい。代替的に及び／又は追加的に、第１の情報は、第１のアップリ
ンクキャリアの最大送信電力を含み得る。代替的に及び／又は追加的に、第１の情報は、
第１のアップリンクキャリアの第１の優先度を含み得る。第１の情報は、ＲＡＣＨ共通構
成、ＰＲＡＣＨ共通構成、ＰＵＣＣＨ構成、ＰＵＳＣＨ構成、ＳＲＳ共通構成、アップス
トリームループ長構成、ＴＡタイマ共通構成及び／又は他の情報のような１つ以上の構成
を含むことができる。
【００２８】
　第１の無線ノードは、第２の情報に基づいて、第２のアップリンクキャリアの第２の優
先度を決定することができる。第２の情報（例えば、第２の優先度を決定するために使用
される）は、第２のアップリンクキャリアの周波数の表示を備えることができる。代替的
に及び／又は追加的に、第２の情報は、第２のアップリンクキャリアの帯域幅を備え得る
。代替的に及び／又は追加的に、第２の情報は、第２のアップリンクキャリアの剰余スペ
クトル漏れを含むことができる。代替的に及び／又は追加的に、第２の情報は、第２のア
ップリンクキャリアの最大送信電力を含むことができる。代替的に及び／又は追加的に、
第２の情報は、第２のアップリンクキャリアの第２の優先度を含むことができる。第２の
情報は、ＲＡＣＨ共通構成、ＰＲＡＣＨ共通構成、ＰＵＣＣＨ構成、ＰＵＳＣＨ構成、Ｓ
ＲＳ共通構成、アップストリームループ長構成、ＴＡタイマ共通構成及び／又は他の情報
などの１つ又は複数の構成を備えることができる。
【００２９】
　第１の優先度は、第１のアップリンクキャリアの周波数に基づいて決定されてもよく、
及び／又は第２の優先度は、第２のアップリンクキャリアの周波数に基づいて決定されて
もよい。代替的に及び／又は追加的に、第１の優先度は、第１のアップリンクキャリアの
負荷に基づいて決定されてもよく、及び／又は第２の優先度は、第２のアップリンクキャ
リアの負荷に基づいて決定されてもよい。
【００３０】
　２０５において、第１の無線ノードは、第１の優先度及び第２の優先度に基づいて、第
１のアップリンクキャリア及び第２のアップリンクキャリアの中から第１のアップリンク
キャリアを選択し得る。
第１の無線ノードは、（例えば、第１の無線ノード上に記憶された）１つ又は複数の（例
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えば、定義された）ルールへの第１の優先度及び／又は第２の優先度の適用に基づいて、
第１のアップリンクキャリアを選択し得る。例えば、第１の無線ノードは、第１の優先度
と第２の優先度との比較に基づいて第１のアップリンクキャリアを選択することができる
。
【００３１】
　第１の無線ノードが第１の優先度と第２の優先度との比較に基づいて第１のアップリン
クキャリアを選択する様々なシナリオが考えられる。例えば、第１の無線ノードは、第１
の優先度と第２の優先度との比較に基づいて第１のアップリンクキャリアを選択すること
ができ、第１の優先度は、第１のアップリンクキャリアの周波数に基づいており、第２の
優先度は、第２のアップリンクキャリアの周波数に基づいている。ここで、第１のアップ
リンクキャリアの周波数は、第２のアップリンクキャリアの周波数よりも低くてもよい。
代替的に及び／又は追加的に、第１の無線ノードは、第１の優先度と第２の優先度との比
較に基づいて第１のアップリンクキャリアを選択することができ、第１の優先度は、第１
のアップリンクキャリアの負荷に基づいており、第２の優先度は、第２のアップリンクキ
ャリアの負荷に基づいている。ここで、第１のアップリンクキャリアの負荷は、第２のア
ップリンクキャリアの負荷よりも軽くてもよい。
【００３２】
　第１の無線ノードは、（例えば、その後）第１のアップリンクキャリアにアクセスする
ことを要求することができる。従って、２１０において、第１の無線ノードは、第１のア
ップリンクキャリアにアクセスするための要求を第２の無線ノードに送信することができ
る。第１の無線ノードは、第１の無線ノードがすでにアクセスしている可能性がある（例
えば、以前に）アクセスされたアップリンクキャリアを使用して、（例えば、第２の無線
ノードに）要求を送信することができる。第１の無線ノードは、要求を備えるデータパケ
ットを（例えば、第２の無線ノードに）送信することができる。
【００３３】
　要求は、第１のアップリンクキャリアの表示を備えることができる。第１のアップリン
クキャリアの表示は、第１のアップリンクキャリアの周波数を含むことができる。代替的
に及び／又は追加的に、第１のアップリンクキャリアの表示は、第１のアップリンクキャ
リアの識別を含むことができる。
【００３４】
　第２の無線ノードは、第１のアップリンクキャリアが（例えば、第１の無線ノードへの
アクセスのために）利用可能であるかどうかを（例えば、次いで）決定することができる
。第１のアップリンクキャリアが（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）利
用可能であると決定することに応答して、第２の無線ノードは、第１のアップリンクキャ
リアが（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）利用可能であることを示す、
要求に対応する確認メッセージを（例えば、第１の無線ノードに）送信し得る。確認メッ
セージは、第１のアップリンクキャリアの第２の表示を備えることができる。第２の表示
は、第１のアップリンクキャリアの周波数を備えることができる。代替的に及び／又は追
加的に、第２の表示は、第１のアップリンクキャリアの第２の識別を含み得る。代替的に
及び／又は追加的に、確認メッセージは、第１のアップリンクキャリア上の第１の無線ノ
ードの構成（例えば、ＲＡＣＨリソース、ＰＵＳＣＨ情報、ＰＵＣＣＨ構成、ＳＲＳ構成
、アップリンク電力排他的構成、ＣＱＩ構成、ＳＲ構成、ＴＡタイマ共通構成、及び／又
は他の情報など）を備え得る。
【００３５】
　第１の無線ノードが（例えば、第２の無線ノードから）確認メッセージを受信すると、
第１の無線ノードは、第１のアップリンクキャリアにアクセスすることができる。第１の
無線ノードが第１のアップリンクキャリアにアクセスする様々なシナリオが考えられ得る
。例えば、第２の無線ノードが第１の無線ノードのための排他的ＲＡＣＨリソースを構成
する場合、第１の無線ノードは、第１のアップリンクキャリアへの（例えば、非競合的で
ある）ランダムアクセスを開始し得る。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノード
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が第１の無線ノードのための排他的ＲＡＣＨリソースを構成しない場合、第１の無線ノー
ドは、第１のアップリンクキャリアへのランダムアクセスを開始することができる。代替
的に及び／又は追加的に、第２の無線ノードが第１のアップリンクキャリアのために第１
の無線ノードを直接構成する場合、第１の無線ノードは、第１のアップリンクキャリアに
直接アクセスすることができる。
【００３６】
第１の無線ノードが第１のアップリンクキャリアにアクセスすると、第１の無線ノードは
、（例えば、第２の無線ノードに）完了メッセージを送信し得る。第１の無線ノードは、
第１のアップリンクキャリアを介して完了メッセージを送信することができる。第１の無
線ノードが完了メッセージを送信すると、第１の無線ノードは、（例えば、さらなる）デ
ータを（例えば、第２の無線ノードに）送信するために第１のアップリンクキャリアを使
用することができる。
【００３７】
　第１のアップリンクキャリアが（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）利
用可能でないと決定することに応答して、第２の無線ノードは、第１のアップリンクキャ
リアが（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）利用可能でないことを示す、
要求に対応する拒絶メッセージを、例えば、第１の無線ノードに送信し得る。拒絶メッセ
ージは、第１のアップリンクキャリアの周波数及び／又は拒絶の原因を含み得る。拒絶メ
ッセージを受信することに応答して、第１の無線ノードは、（例えば、第２の無線ノード
への）データの送信のために（例えば、以前に）アクセスされたアップリンクキャリアを
使用し得る。
【００３８】
　いくつかの例では、第１のアップリンクキャリアにアクセスする前に（例えば、第２の
無線ノードに）要求を送信するのではなく、第１の無線ノードは、第１のアップリンクキ
ャリアを選択することに応答して、及び／又は要求を送信する前に、第１のアップリンク
キャリアにアクセスし得る。第１の無線ノードは、（例えば、その後）第１のアップリン
クキャリアを介して第２の無線ノードに要求を送信することができる。第２の無線ノード
は、第１のアップリンクキャリアが（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）
利用可能であるかどうかを（例えば、次いで）決定することができる。
【００３９】
　いくつかの例では、第１のアップリンクキャリアの負荷の変化及び／又は第１のアップ
リンクキャリアの周波数の変化は、第１の優先度を変化させ得る。例えば、第１の優先度
は、（例えば、第２の無線ノード及び／又は第１の無線ノードからの）第１のアップリン
クキャリアの周波数の変化の表示の受信に応答して（例えば、第１の無線ノード及び／又
は第２の無線ノードによって）変更され得る。代替的に及び／又は追加的に、第１の優先
度は、（例えば、第２の無線ノード及び／又は第１の無線ノードからの）第１のアップリ
ンクキャリアの負荷の変化の表示を受信することに応答して、（例えば、第１の無線ノー
ド及び／又は第２の無線ノードによって）変更され得る。第１の優先度の変更が発生し、
及び／又は（例えば、第１の無線ノード及び／又は第２の無線ノードによって）決定され
る（例えば、検出される）とき、第２の無線ノードは、複数のアップリンクキャリアに対
応する第３の情報を（例えば、第１の無線ノードに）送信し得る。第３の情報を受信する
と、複数のアップリンクキャリアからの第３のアップリンクキャリアが、データ送信のた
めに使用されるように（例えば、第１の無線ノードによって）選択され得る。いくつかの
例では、第3の情報は、第3のアップリンクキャリアを選択する際に使用される選択閾値を
備えることができる。
【００４０】
　第３のアップリンクキャリアを選択する際に選択閾値が使用される様々なシナリオが考
えられ得る。例えば、第１の無線ノードによって測定された（例えば、及び／又はダウン
リンクキャリアに関連付けられた）受信信号品質（例えば、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ
））が、選択閾値未満である場合、第１の無線ノードは、低周波数を有するアップリンク
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キャリアを選択することができる。代替的に及び／又は追加的に、第１の無線ノードによ
って測定された受信信号品質（例えば、ＲＳＲＰ）が選択閾値を上回る場合、第１の無線
ノードは、高周波数を有するアップリンクキャリアを選択し得る。いくつかの例では、選
択閾値は、第３のアップリンクキャリアの負荷及び／又は受信信号品質（例えば、ＲＳＲ
Ｐ）に基づく。選択閾値は、代替的に及び／又は追加的に、（例えば、第２の無線ノード
から受信された）オフセット値に基づくことができ、オフセット値は、（例えば、第１の
無線ノード及び／又は第２の無線ノードによって）選択閾値を修正するために修正され得
る。いくつかの例では、選択閾値は、受信信号品質（例えば、ＲＳＲＰ）及び／又はオフ
セット値の合計などの組合せに基づく。
【００４１】
　いくつかの例では、第１の無線ノードは、送信上の問題を有する可能性がある。例えば
、第１の無線ノードは、第１のアップリンクキャリアを使用して、所望の速度でデータを
送信することができない場合がある。送信上の問題が発生し、及び／又は（例えば、第１
の無線ノード及び／又は第２の無線ノードによって）検出された場合、第２の無線ノード
は、（例えば、第２のアップリンクキャリアに関連付けられた）アップリンクキャリア表
示情報を第１の無線ノードに送信することによって、第４の（例えば、代替の）アップリ
ンクキャリアを第１の無線ノードに（例えば、直接的に）表示し得る。
【００４２】
　第２の無線ノードは、ＲＲＣメッセージ中でアップリンクキャリア表示情報を送信し得
る。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノードは、ＰＤＣＣＨメッセージ中でアッ
プリンクキャリア表示情報を送信し得る。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノー
ドは、ＭＡＣ　ＣＥメッセージ中でアップリンクキャリア表示情報を送信することができ
る。
【００４３】
　アップリンクキャリア表示情報は、第４のアップリンクキャリアの周波数及び／又は第
４のアップリンクキャリアの構成を備えることができる。アップリンクキャリア表示情報
を受信すると、第１の無線ノードは、第４のアップリンクキャリアにアクセスし得る。第
１の無線ノードが第４のアップリンクキャリアにアクセスする様々なシナリオが考えられ
得る。例えば、第２の無線ノードが第１の無線ノードのための排他的ＲＡＣＨリソースを
構成する場合、第１の無線ノードは、第４のアップリンクキャリアへの（例えば、非競合
的である）ランダムアクセスを開始し得る。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノ
ードが第4のアップリンクキャリアのために第１の無線ノードを直接構成する場合、第１
の無線ノードは、第4のアップリンクキャリアに直接アクセスし得る。
【００４４】
　代替的に及び／又は追加的に、送信上の問題が発生した場合、第１の無線ノードは、第
４のアップリンクキャリアを選択することができる。送信上の問題が発生し、第１の無線
ノードが第４のアップリンクキャリアを選択する様々なシナリオが考えられる。例えば、
第１の無線ノードが（例えば、ＭＡＣレイヤから）ランダムアクセスプリアンブルをアッ
プリンクキャリアに閾値回数（例えば、最大回数）送信するという決定がなされた場合、
第１の無線ノードは、第４のアップリンクキャリアにアクセスするための第２の要求（例
えば、ＲＲＣレイヤから）を第２の無線ノードに送信することができ、及び／又はアップ
リンクキャリアの優先度を下げることができる。代替的に及び／又は追加的に、オフセッ
ト値は、（例えば、少なくとも）1つのステップ（例えば、第１の無線ノード及び／又は
第２の無線ノードによって）下げられてもよい。ここで、ステップは、例えば、第１の無
線ノード及び／又は第２の無線ノードによって構成されてもよい。代替的に及び／又は追
加的に、第１の無線ノードが（例えば、ＲＬＣレイヤから）データパケットをアップリン
クキャリアに閾値回数（例えば、最大回数）送信するという決定がなされると、第１の無
線ノードは、第４のアップリンクキャリアにアクセスするための第２の要求を（例えば、
ＲＲＣレイヤから）第２の無線ノードに送信することができる。代替的に及び／又は追加
的に、第４のアップリンクキャリアが（例えば、ＴＡタイマタイムアウトに関連して）ス
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テップ外であると判定された場合、第１の無線ノードは、第２のアップリンクキャリアに
アクセスするための第２の要求を（例えば、ＲＲＣレイヤから）第２の無線ノードに送信
し得る。
【００４５】
　第１の無線ノードから第２の無線ノードへのアップリンクキャリアにアクセスするため
の要求の送信を促進する例示的な方法３００が、図３に示されている。第１の無線ノード
は、ＵＥであり得、第２の無線ノードは、ネットワーク及び／又はＢＳであり得る。第１
の無線ノードは、アップリンクキャリアを使用して、1つ又は複数のデータパケットを第
２の無線ノードに送信する（例えば、送信することを要求される）ことができる。従って
、第１の無線ノードは、（例えば、第２の無線ノードから）複数のアップリンクキャリア
に対応する情報を受信する。複数のアップリンクキャリアからのアップリンクキャリアは
、データ送信のために使用されるように選択され得る。従って、第１の無線ノードは、受
信された情報に基づいて、複数のアップリンクキャリアからアップリンクキャリアを選択
することができる。
【００４６】
　第１の無線ノードは、（例えば、その後）アップリンクキャリアにアクセスすることを
要求することができる。従って、３０５において、第１の無線ノードは、アップリンクキ
ャリアにアクセスするための要求を第２の無線ノードに送信することができる。ここで、
要求は、アップリンクキャリアの表示を備える。アップリンクキャリアの表示は、アップ
リンクキャリアの周波数を含むことができる。
代替的に及び／又は追加的に、アップリンクキャリアの表示は、アップリンクキャリアの
識別を含んでもよい。
【００４７】
　図４に、第２の無線ノードから第１の無線ノードへの複数のアップリンクキャリアに対
応する情報の送信を促進する例示的な方法４００を示す。第１の無線ノードは、ＵＥであ
り得、第２の無線ノードは、ネットワーク及び／又はＢＳであり得る。第２の無線ノード
は、アップリンクキャリアを使用して、第１の無線ノードから１つ又は複数のデータパケ
ットを受信する（例えば、受信することを要求される）ことができる。従って、４０５に
おいて、第２の無線ノードは、複数のアップリンクキャリアに対応する情報を（例えば、
第１の無線ノードに）送信する。第１の無線ノードは、送信された情報に基づいて、複数
のアップリンクキャリアからアップリンクキャリアを選択することができる。
【００４８】
　複数のアップリンクキャリアに対応する情報は、第１の無線ノードが、第１の無線ノー
ドがサポートすることができる複数のアップリンクキャリアのうちのどのアップリンクキ
ャリアが、データ送信のために使用されるように選択されるべきかを決定することを可能
にし得る。情報（例えば、どのアップリンクキャリアを選択するかを決定するために使用
される）は、アップリンクキャリアの周波数の表示を含み得る。代替的に及び／又は追加
的に、情報は、アップリンクキャリアの帯域幅を備え得る。代替的に及び／又は追加的に
、情報は、アップリンクキャリアの剰余スペクトル漏れを含んでもよい。代替的に及び／
又は追加的に、情報は、アップリンクキャリアの優先度を含むことができる。
代替的に及び／又は追加的に、情報は、最大送信電力を含むことができる。情報は、ＲＡ
ＣＨ共通構成、ＰＲＡＣＨ共通構成、ＰＵＣＣＨ構成、ＰＵＳＣＨ構成、ＳＲＳ共通構成
、アップストリームループ長構成、ＴＡタイマ共通構成、及び／又は他の情報のような１
つ以上の構成を含むことができる。
【００４９】
　第１の無線ノードによって送信されたアップリンクキャリアにアクセスするための要求
に応答する第２の無線ノードの例示的な方法５００が、図５に示されている。第１の無線
ノードは、ＵＥであり得、第２の無線ノードは、ネットワーク及び／又はＢＳであり得る
。第２の無線ノードは、アップリンクキャリアを使用して、第１の無線ノードから１つ又
は複数のデータパケットを受信することができる（例えば、受信することを要求される）
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。従って、第２の無線ノードは、複数のアップリンクキャリアに対応する情報を（例えば
、第１の無線ノードに）送信する。第１の無線ノードは、送信された情報に基づいて、複
数のアップリンクキャリアからアップリンクキャリアを選択することができる。
【００５０】
第２の無線ノードは、５０５において、アップリンクキャリアにアクセスするための要求
を受信することができる。ここで、要求は、アップリンクキャリアの表示を備える。アッ
プリンクキャリアの表示は、アップリンクキャリアの周波数を含むことができる。代替的
に及び／又は追加的に、アップリンクキャリアの表示は、アップリンクキャリアの識別を
含んでもよい。
【００５１】
　第２の無線ノードは、第１の無線ノードがすでにアクセスしている可能性がある（例え
ば、以前に）アクセスされたアップリンクキャリアを使用して、（例えば、第１の無線ノ
ードから）要求を受信することができる。第２の無線ノードは、（例えば、第１の無線ノ
ードから）要求を備えるデータパケットを受信することができる。
【００５２】
　第２の無線ノードは、（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）アップリン
クキャリアが利用可能であるかどうかを（例えば、次いで）決定し得る。５１０において
、第２の無線ノードは、アップリンクキャリアが利用可能であるかどうかに基づいて応答
を生成することができる。例えば、（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）
アップリンクキャリアが利用可能であると判定することに応答して、第２の無線ノードは
、要求に対応する確認メッセージを生成し得る。
【００５３】
　５１５において、第２の無線ノードは、第１の無線ノードに応答を送信することができ
る。例えば、第２の無線ノードは、（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）
アップリンクキャリアが利用可能であることを示す確認メッセージを（例えば、第１の無
線ノードに）送信することができる。確認メッセージは、アップリンクキャリアの第２の
表示を備えることができる。第２の表示は、アップリンクキャリアの周波数を含むことが
できる。代替的に及び／又は追加的に、第２の表示は、アップリンクキャリアの第２の識
別を備えることができる。代替的に及び／又は追加的に、確認メッセージは、アップリン
クキャリア上の第１の無線ノードの構成（例えば、ＲＡＣＨリソース、ＰＵＳＣＨ情報、
ＰＵＣＣＨ構成、ＳＲＳ構成、アップリンク電力排他的構成、ＣＱＩ構成、ＳＲ構成、Ｔ
Ａタイマ共通構成、及び／又は他の情報など）を備えることができる。
【００５４】
　第２の無線ノードが確認メッセージを（例えば、第１の無線ノードに）送信すると、第
１の無線ノードは、アップリンクキャリアにアクセスすることができる。第１の無線ノー
ドがアップリンクキャリアにアクセスする様々なシナリオが考えられ得る。例えば、第２
の無線ノードが第１の無線ノードのための排他的ＲＡＣＨリソースを構成する場合、第１
の無線ノードは、アップリンクキャリアへの（例えば、非競合的である）ランダムアクセ
スを開始し得る。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノードが第１の無線ノードの
ための排他的ＲＡＣＨリソースを構成しない場合、第１の無線ノードは、アップリンクキ
ャリアへのランダムアクセスを開始することができる。代替的に及び／又は追加的に、第
２の無線ノードがアップリンクキャリアのために第１の無線ノードを直接構成する場合、
第１の無線ノードは、アップリンクキャリアに直接アクセスし得る。
【００５５】
　第１の無線ノードがアップリンクキャリアにアクセスすると、第１の無線ノードは、（
例えば、第２の無線ノードに）完了メッセージを送信し得る。第１の無線ノードは、アッ
プリンクキャリアを介して完了メッセージを送信することができる。第１の無線ノードが
完了メッセージを送信すると、第１の無線ノードは、（例えば、さらなる）データを（例
えば、第２の無線ノードに）送信するためにアップリンクキャリアを使用することができ
る。アップリンクキャリアが（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）利用可
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能でないと判定することに応答して、第２の無線ノードは、要求に対応して拒絶メッセー
ジを生成し得る。
【００５６】
　第２の無線ノードは、（例えば、その後）、（例えば、第１の無線ノードへのアクセス
のために）アップリンクキャリアが利用可能ではないことを示す拒絶メッセージを（例え
ば、第１の無線ノードに）送信することができる。拒絶メッセージは、アップリンクキャ
リアの周波数及び／又は拒絶の原因を含むことができる。拒絶メッセージを受信すること
に応答して、第１の無線ノードは、（例えば、第２の無線ノードへの）データの送信のた
めに（例えば、以前に）アクセスされたアップリンクキャリアを使用し得る。
【００５７】
　いくつかの例では、アップリンクキャリアにアクセスする前に要求を（例えば、第２の
無線ノードに）送信するのではなく、第１の無線ノードは、アップリンクキャリアを選択
することに応答して、及び／又は要求を送信する前にアップリンクキャリアにアクセスし
得る。第１の無線ノードは、（例えば、その後）アップリンクキャリアを介して第２の無
線ノードに要求を送信することができる。第２の無線ノードは、（例えば、第１の無線ノ
ードへのアクセスのために）アップリンクキャリアが利用可能であるかどうかを（例えば
、次いで）決定し得る。
【００５８】
　いくつかの例では、第１の無線ノードは、送信上の問題を有する可能性がある。例えば
、第１の無線ノードは、アップリンクキャリアを使用して、所望の速度でデータを送信す
ることができない場合がある。送信上の問題が発生し、及び／又は（例えば、第１の無線
ノード及び／又は第２の無線ノードによって）検出された場合、第２の無線ノードは、（
例えば、第２のアップリンクキャリアに関連付けられた）アップリンクキャリア表示情報
を第１の無線ノードに送信することによって、第２の（例えば、代替の）アップリンクキ
ャリアを第１の無線ノードに（例えば、直接的に）表示し得る。第２の無線ノードは、Ｒ
ＲＣメッセージ中でアップリンクキャリア表示情報を送信し得る。代替的に及び／又は追
加的に、第２の無線ノードは、ＰＤＣＣＨメッセージ中でアップリンクキャリア表示情報
を送信し得る。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノードは、ＭＡＣ　ＣＥメッセ
ージ中でアップリンクキャリア表示情報を送信することができる。
【００５９】
　アップリンクキャリア表示情報は、第２のアップリンクキャリアの周波数及び／又は第
２のアップリンクキャリアの構成を備えることができる。アップリンクキャリア表示情報
を受信すると、第１の無線ノードは、第２のアップリンクキャリアにアクセスし得る。第
１の無線ノードが第２のアップリンクキャリアにアクセスする様々なシナリオが考えられ
得る。例えば、第２の無線ノードが第１の無線ノードのための排他的ＲＡＣＨリソースを
構成する場合、第１の無線ノードは、第２のアップリンクキャリアへの（例えば、非競合
的である）ランダムアクセスを開始し得る。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノ
ードが第２のアップリンクキャリアのために第１の無線ノードを直接構成する場合、第１
の無線ノードは第２のアップリンクキャリアに直接アクセスすることができる。
【００６０】
　代替的に及び／又は追加的に、送信上の問題が発生した場合、第１の無線ノードは、第
２のアップリンクキャリアを選択することができる。送信上の問題が発生し、第１の無線
ノードが第２のアップリンクキャリアを選択する様々なシナリオが考えられ得る。例えば
、第１の無線ノードが、（例えば、ＭＡＣレイヤから）ランダムアクセスプリアンブルを
アップリンクキャリアに閾値回数（例えば、最大回数）送信するという決定がなされると
、第１の無線ノードは、第２のアップリンクキャリアにアクセスするための第２の要求（
例えば、ＲＲＣレイヤから）を第２の無線ノードに送信することができる。代替的に及び
／又は追加的に、第１の無線ノードが（例えば、ＲＬＣレイヤから）データパケットをア
ップリンクキャリアに閾値（例えば、最大）回送信するという決定がなされると、第１の
無線ノードは、第２のアップリンクキャリアにアクセスするための第２の要求を（例えば
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、ＲＲＣレイヤから）第２の無線ノードに送信し得る。代替的に及び／又は追加的に、（
例えば、第１の無線ノード及び／又は第２の無線ノードによって）アップリンクキャリア
が（例えば、ＴＡタイマタイムアウトに関連して）ステップ外であると判定された場合、
第１の無線ノードは、第２のアップリンクキャリアにアクセスするための第２の要求を（
例えば、ＲＲＣレイヤから）第２の無線ノードに送信し得る。
【００６１】
　第１の無線ノードから第２の無線ノードへアップリンクキャリアにアクセスするための
要求の送信を促進する例示的な方法６００が、図６Ａに示されている。第１の無線ノード
は、ＵＥであり得、第２の無線ノードは、ネットワーク及び／又はＢＳであり得る。第１
の無線ノードは、アップリンクキャリアを使用して、1つ又は複数のデータパケットを第
２の無線ノードに送信することができる（例えば、送信することを要求される）。従って
、第１の無線ノードは、（例えば、第２の無線ノードから）複数のアップリンクキャリア
に対応する情報を受信する。複数のアップリンクキャリアからのアップリンクキャリアは
、データ送信のために使用されるように選択され得る。従って、第１の無線ノードは、受
信された情報に基づいて、複数のアップリンクキャリアからアップリンクキャリアを選択
することができる。
【００６２】
　複数のアップリンクキャリアに対応する情報は、第１の無線ノードが、第１の無線ノー
ドがサポートすることができる複数のアップリンクキャリアのうちのどのアップリンクキ
ャリアが、データ送信のために使用されるように選択されるべきかを決定することを可能
にし得る。情報（例えば、どのアップリンクキャリアを選択すべきかを決定するために使
用される）は、アップリンクキャリアの表示を備え得る。従って、６０５において、第１
の無線ノードが情報を受信すると、第１の無線ノードは、アップリンクキャリアの表示を
識別することができる。アップリンクキャリアの表示は、アップリンクキャリアの周波数
及び／又はアップリンクキャリアの識別を含み得る。代替的に及び／又は追加的に、情報
は、アップリンクキャリアの帯域幅を備え得る。代替的に及び／又は追加的に、情報は、
アップリンクキャリアの剰余スペクトル漏れを含んでもよい。代替的に及び／又は追加的
に、情報は、アップリンクキャリアの優先度を含むことができる。代替的に及び／又は追
加的に、情報は、最大送信電力を含むことができる。情報は、ＲＡＣＨリソース、ＰＵＳ
ＣＨ情報、ＰＵＣＣＨ構成、ＳＲＳ構成、アップリンク電力排他的構成、ＣＱＩ構成、Ｓ
Ｒ構成、ＴＡタイマ共通構成、及び／又は、他の情報を備え得る。
【００６３】
　第１の無線ノードは、（例えば、その後）アップリンクキャリアにアクセスすることを
要求することができる。従って、６１０において、第１の無線ノードは、アップリンクキ
ャリアの表示に基づいて、アップリンクキャリアにアクセスするための要求を第２の無線
ノードに送信することができる。要求は、アップリンクキャリアの第２の表示を備えるこ
とができる。第２の表示は、アップリンクキャリアの周波数を含むことができる。代替的
に及び／又は追加的に、第２の表示は、アップリンクキャリアの識別を含んでもよい。
【００６４】
　第１の無線ノードは、第１の無線ノードがすでにアクセスしている可能性がある（例え
ば、以前に）アクセスされたアップリンクキャリアを使用して、（例えば、第２の無線ノ
ードに）要求を送信することができる。第１の無線ノードは、要求を備えるデータパケッ
トを（例えば、第２の無線ノードに）送信することができる。
【００６５】
　第１の無線ノードから第２の無線ノードへアップリンクキャリアにアクセスするための
要求の送信を促進する例示的な方法６５０が、図６Ｂに示されている。第１の無線ノード
は、ＵＥであり得、第２の無線ノードは、ネットワーク及び／又はＢＳであり得る。第１
の無線ノードは、アップリンクキャリアを使用して、１つ又は複数のデータパケットを第
２の無線ノードに送信する（例えば、送信することを要求される）ことができる。従って
、第１の無線ノードは、（例えば、第２の無線ノードから）複数のアップリンクキャリア
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に対応する情報を受信する。複数のアップリンクキャリアからのアップリンクキャリアは
、データ送信のために使用されるように選択され得る。従って、第１の無線ノードは、受
信された情報に基づいて、複数のアップリンクキャリアからアップリンクキャリアを選択
することができる。
【００６６】
　複数のアップリンクキャリアに対応する情報は、第１の無線ノードが、第１の無線ノー
ドがサポートすることができる複数のアップリンクキャリアのうちのどのアップリンクキ
ャリアが、データ送信のために使用されるように選択されるべきかを決定することを可能
にし得る。情報（例えば、どのアップリンクキャリアを選択すべきかを決定するために使
用される）は、アップリンクキャリアの表示を備え得る。従って、６１５において、第１
の無線ノードが情報を受信すると、第１の無線ノードは、アップリンクキャリアの表示を
識別することができる。アップリンクキャリアの表示は、アップリンクキャリアの周波数
及び／又はアップリンクキャリアの識別を含み得る。代替的に及び／又は追加的に、情報
は、アップリンクキャリアの帯域幅を備え得る。代替的に及び／又は追加的に、情報は、
アップリンクキャリアの剰余スペクトル漏れを含んでもよい。代替的に及び／又は追加的
に、情報は、アップリンクキャリアの優先度を含むことができる。代替的に及び／又は追
加的に、情報は、最大送信電力を含むことができる。情報は、ＲＡＣＨリソース、ＰＵＳ
ＣＨ情報、ＰＵＣＣＨ構成、ＳＲＳ構成、アップリンク電力排他的構成、ＣＱＩ構成、Ｓ
Ｒ構成、ＴＡタイマ共通構成、及び／又は、他の情報を備え得る。
【００６７】
　６２０において、第１の無線ノードは、アップリンクキャリアの表示の識別に応答して
、及び／又はアップリンクキャリアにアクセスするための依頼を送信する前に、アップリ
ンクキャリアにアクセスし得る。
【００６８】
　第１の無線ノードは、（例えば、その後）アップリンクキャリアを介して第２の無線ノ
ードに要求を送信することができる。要求は、アップリンクキャリアの第２の表示を備え
ることができる。第２の表示は、アップリンクキャリアの周波数を含むことができる。代
替的に及び／又は追加的に、第２の表示は、アップリンクキャリアの識別を含んでもよい
。
【００６９】
　第２の無線ノードは、（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）アップリン
クキャリアが利用可能であるかどうかを（例えば、次いで）決定し得る。アップリンクキ
ャリアが（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）利用可能であると判定する
ことに応答して、第２の無線ノードは、（例えば、第１の無線ノードに）確認メッセージ
を送信し得る。第１の無線ノードが確認メッセージを受信すると、第１の無線ノードは、
（例えば、第２の無線ノードに）完了メッセージを送信することができる。
【００７０】
　アップリンクキャリアが（例えば、第１の無線ノードへのアクセスのために）利用可能
でないと判定することに応答して、第２の無線ノードは、（例えば、第１の無線ノードに
）拒絶メッセージを送信し得る。拒絶メッセージを受信することに応答して、第１の無線
ノードは、（例えば、第２の無線ノードへの）データの送信のために、（例えば、アップ
リンクキャリアへのアクセスを停止するか、及び／又は）第１の無線ノードがすでに（例
えば、以前に）アクセスした可能性がある初期アップリンクキャリアを使用することがで
きる。
【００７１】
　第２の無線ノードから第１の無線ノードへのアップリンクキャリアの表示の送信を促進
する例示的な方法７００を図７に示す。第１の無線ノードは、ＵＥであり得、第２の無線
ノードは、ネットワーク及び／又はＢＳであり得る。第２の無線ノードは、アップリンク
キャリアを使用して、第１の無線ノードから１つ又は複数のデータパケットを受信する（
例えば、受信することを要求される）ことができる。従って、第２の無線ノードは、複数
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のアップリンクキャリアに対応する情報を（例えば、第１の無線ノードに）送信する。第
１の無線ノードは、送信された情報に基づいて、複数のアップリンクキャリアからアップ
リンクキャリアを選択することができる。
【００７２】
　いくつかの例では、第１の無線ノードは、送信上の問題を有する可能性がある。例えば
、第１の無線ノードは、アップリンクキャリアを使用して、所望の速度でデータを送信す
ることができない場合がある。７０５において、第２の無線ノードは、第２のアップリン
クキャリアの表示を第１の無線ノードに送信することができる。例えば、送信上の問題が
発生し、及び／又は（例えば、第１の無線ノード及び／又は第２の無線ノードによって）
決定される（例えば、検出される）とき、第２の無線ノードは、（例えば、第２のアップ
リンクキャリアに関連付けられた）アップリンクキャリア表示情報を第１の無線ノードに
送信することによって、第２の（例えば、代替の）アップリンクキャリアを第１の無線ノ
ードに（例えば、直接的に）表示し得る。
【００７３】
　第２の無線ノードは、ＲＲＣメッセージ中でアップリンクキャリア表示情報を送信し得
る。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノードは、ＰＤＣＣＨメッセージ中でアッ
プリンクキャリア表示情報を送信し得る。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノー
ドは、ＭＡＣ　ＣＥメッセージ中でアップリンクキャリア表示情報を送信することができ
る。
【００７４】
　アップリンクキャリア表示情報は、第２のアップリンクキャリアの周波数及び／又は第
２のアップリンクキャリアの構成を備えることができる。アップリンクキャリア表示情報
を受信すると、第１の無線ノードは、第２のアップリンクキャリアにアクセスし得る。第
１の無線ノードが第２のアップリンクキャリアにアクセスする様々なシナリオが考えられ
得る。例えば、第２の無線ノードが第１の無線ノードのための排他的ＲＡＣＨリソースを
構成する場合、第１の無線ノードは、第２のアップリンクキャリアへの（例えば、非競合
的である）ランダムアクセスを開始し得る。代替的に及び／又は追加的に、第２の無線ノ
ードが第２のアップリンクキャリアのために第１の無線ノードを直接構成する場合、第１
の無線ノードは第２のアップリンクキャリアに直接アクセスすることができる。
【００７５】
　図８は、第１の無線ノード８０５（例えば、ＵＥ）から第２の無線ノード８１０（例え
ば、ネットワーク及び／又はＢＳ）へアップリンクキャリアにアクセスするための要求の
送信を促進するためのシステム８００の例を示す。第１の無線ノード８０５は、アップリ
ンクキャリアを使用して、１つ又は複数のデータパケットを第２の無線ノード８１０に送
信することができる（例えば、送信することを要求される）。従って、第１の無線ノード
８０５は、（例えば、第２の無線ノード８１０から）複数のアップリンクキャリアに対応
する情報を受信する。情報は、第１のアップリンクキャリアに対応する第１の情報８１５
、第２のアップリンクキャリアに対応する第２の情報８２０、及び／又は第３のアップリ
ンクキャリアに対応する第３の情報８２５を備えることができ、第１のアップリンクキャ
リア、第２のアップリンクキャリア、及び／又は第３のアップリンクキャリアは、複数の
アップリンクキャリア内に含まれる。複数のアップリンクキャリアからのアップリンクキ
ャリアは、データ送信のために使用されるように選択され得る。従って、第１の無線ノー
ド８０５は、受信された情報に基づいて、複数のアップリンクキャリアからアップリンク
キャリアを選択し得る。
【００７６】
　複数のアップリンクキャリアに対応する情報は、第１の無線ノード８０５が、第１の無
線ノード８０５がサポートすることができる複数のアップリンクキャリアのうちのどのア
ップリンクキャリアが、データ送信のために使用されるために選択されるべきかを決定す
ることを可能にし得る。従って、第１の情報８１５、第２の情報８２０、及び／又は第３
の情報８２５は、周波数、帯域幅、剰余スペクトル漏れ、優先度、最大送信電力、及び／
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又は１つ又は複数の構成の表示を備えることができる。次いで、第１の無線ノード８０５
は、第１の情報８１５、第２の情報８２０、及び／又は第３の情報８２５に基づいてアッ
プリンクキャリアを選択することができる。
【００７７】
　第１の無線ノード８０５は、（例えば、その後）アップリンクキャリアにアクセスする
ことを要求することができる。従って、第１の無線ノード８０５は、アップリンクキャリ
アにアクセスするための要求８３０を第２の無線ノード８１０に送信することができ、要
求８３０は、アップリンクキャリアの表示を備える。アップリンクキャリアの表示は、ア
ップリンクキャリアの周波数を含むことができる。代替的に及び／又は追加的に、アップ
リンクキャリアの表示は、アップリンクキャリアの識別を含んでもよい。
【００７８】
　第１の無線ノード８０５は、第１の無線ノード８０５がすでに（例えば、以前に）アク
セスした可能性がある初期アップリンクキャリアを使用して、（例えば、第２の無線ノー
ド８１０に）要求８３０を送信することができる。第１の無線ノード８０５は、要求８３
０を備えるデータパケットを（例えば、第２の無線ノード８１０に）送信することができ
る。第２の無線ノード８１０は、（例えば、第１の無線ノード８０５がアクセスするため
に）アップリンクキャリアが利用可能であるかどうかを（例えば、次いで）決定すること
ができる。
【００７９】
　図９は、第１の無線ノード８０５から第２の無線ノード８１０へアップリンクキャリア
にアクセスするための要求の送信を促進するためのシステム９００の例を示す。第１の無
線ノード８０５は、アップリンクキャリアを使用して、１つ又は複数のデータパケットを
第２の無線ノード８１０に送信することができる（例えば、送信することを要求される）
。従って、第１の無線ノード８０５は、（例えば、第２の無線ノード８１０から）複数の
アップリンクキャリアに対応する情報を受信する。情報は、第１のアップリンクキャリア
に対応する第１の情報９０５、第２のアップリンクキャリアに対応する第２の情報９１０
、及び／又は第３のアップリンクキャリアに対応する第３の情報９１５を備えることがで
き、第１のアップリンクキャリア、第２のアップリンクキャリア、及び／又は第３のアッ
プリンクキャリアは、複数のアップリンクキャリア内に含まれる。第１のアップリンクキ
ャリア、第２のアップリンクキャリア、及び／又は第３のアップリンクキャリアの中から
のアップリンクキャリアは、データ送信のために使用されるために選択され得る。従って
、第１の無線ノード８０５は、受信された情報に基づいて、複数のアップリンクキャリア
からアップリンクキャリアを選択し得る。
【００８０】
　複数のアップリンクキャリアに対応する情報は、第１の無線ノード８０５が、第１の無
線ノード８０５がサポートすることができる複数のアップリンクキャリアのうちのどのア
ップリンクキャリアが、データ送信のために使用されるために選択されるべきかを決定す
ることを可能にし得る。従って、第１の情報９０５、第２の情報９１０、及び／又は第３
の情報９１５は、周波数、帯域幅、剰余スペクトル漏れ、優先度、最大送信電力、及び／
又は１つ又は複数の構成の表示を備えることができる。
【００８１】
第１の無線ノード８０５は、第１の情報９０５に基づいて第１のアップリンクキャリアの
第１の優先度を決定することができる。第１の無線ノード８０５は、第２の情報９１０に
基づいて、第２のアップリンクキャリアの第２の優先度を決定することができる。第１の
無線ノード８０５は、第３の情報９１５に基づいて、第３のアップリンクキャリアの第３
の優先度を決定することができる。従って、第１の無線ノード８０５は、第３のアップリ
ンクキャリアが第１のアップリンクキャリアよりも高い優先度を有すること、及び／又は
第１のアップリンクキャリアが第２のアップリンクキャリアよりも高い優先度を有するこ
とを決定し得る。
【００８２】
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　第１の無線ノード８０５は、（例えば、次いで）第３のアップリンクキャリアを選択す
ることができる。第１の無線ノード８０５は、（例えば、その後）第３のアップリンクキ
ャリアにアクセスすることを要求し得る。従って、第１の無線ノード８０５は、第３のア
ップリンクキャリアにアクセスするための要求９２０を第２の無線ノード８１０に送信す
ることができ、要求９２０は、第３のアップリンクキャリアの表示を備える。第３のアッ
プリンクキャリアの表示は、第３のアップリンクキャリアの周波数を含むことができる。
代替的に及び／又は追加的に、第３のアップリンクキャリアの表示は、第３のアップリン
クキャリアの識別を含むことができる。第１の無線ノード８０５は、第１の無線ノード８
０５がすでに（例えば、以前に）アクセスした可能性がある初期アップリンクキャリアを
使用して、要求９２０を（例えば、第２の無線ノード８１０に）送信することができる。
第１の無線ノード８０５は、要求９２０を備えるデータパケットを（例えば、第２の無線
ノード８１０に）送信することができる。第２の無線ノード８１０は、（例えば、第１の
無線ノード８０５がアクセスするために）アップリンクキャリアが利用可能であるかどう
かを（例えば、次いで）決定することができる。
【００８３】
　図１０は、第１の無線ノード８０５から第２の無線ノード８１０へアップリンクキャリ
アにアクセスするための要求の送信を促進するためのシステム１０００の一例を示す。第
１の無線ノード８０５は、アップリンクキャリアを使用して、１つ又は複数のデータパケ
ットを第２の無線ノード８１０に送信することができる（例えば、送信することを要求さ
れる）。従って、第１の無線ノード８０５は、複数のアップリンクキャリアからアップリ
ンクキャリアを選択することができる。第１の無線ノード８０５は、（例えば、その後）
アップリンクキャリアにアクセスすることを要求することができる。従って、第１の無線
ノード８０５は、アップリンクキャリアにアクセスする要求１００５を第２の無線ノード
８１０に送信することができ、要求１００５は、アップリンクキャリアの表示を備える。
アップリンクキャリアの表示は、アップリンクキャリアの周波数を含むことができる。代
替的に及び／又は追加的に、アップリンクキャリアの表示は、アップリンクキャリアの識
別を含んでもよい。
【００８４】
　第１の無線ノード８０５は、第１の無線ノード８０５がすでに（例えば、以前に）アク
セスした可能性がある初期アップリンクキャリアを使用して、（例えば、第２の無線ノー
ド８１０に）要求１００５を送信することができる。第１の無線ノード８０５は、要求１
００５を備えるデータパケットを（例えば、第２の無線ノード８１０に）送信することが
できる。第２の無線ノード８１０は、（例えば、第１の無線ノード８０５がアクセスする
ために）アップリンクキャリアが利用可能であるかどうかを（例えば、次いで）決定する
ことができる。
【００８５】
　アップリンクキャリアが（例えば、第１の無線ノード８０５がアクセスするために）利
用可能であることを決定することに応答して、第２の無線ノード８１０は、（例えば、第
１の無線ノード８０５がアクセスするために）アップリンクキャリアが利用可能であるこ
とを示す、要求１００５に対応する確認メッセージ１０１０を（例えば、第１の無線ノー
ド８０５に）送信し得る。確認メッセージ１０１０は、アップリンクキャリアの第２の表
示を備えることができる。第２の表示は、アップリンクキャリアの周波数を含むことがで
きる。代替的に及び／又は追加的に、第２の表示は、アップリンクキャリアの第２の識別
を備えることができる。代替的に及び／又は追加的に、確認メッセージ１０１０は、アッ
プリンクキャリア上の第１の無線ノード８０５の構成を備えることができる。
【００８６】
　第１の無線ノード８０５が（例えば、第２の無線ノード８１０から）確認メッセージ１
０１０を受信すると、第１の無線ノード８０５は、アップリンクキャリアにアクセスする
ことができる。
【００８７】
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　図１１は、第１の無線ノード８０５から第２の無線ノード８１０へアップリンクキャリ
アにアクセスするための要求の送信を促進するためのシステム１１００の一例を示す。第
１の無線ノード８０５は、アップリンクキャリアにアクセスするための要求１１０５を第
２の無線ノード８１０に送信することができる。アップリンクキャリアが（例えば、第１
の無線ノード８０５がアクセスするために）利用可能であることを決定することに応答し
て、第２の無線ノード８１０は、（例えば、第１の無線ノード８０５がアクセスするため
に）アップリンクキャリアが利用可能であることを示す、要求１１０５に対応する確認メ
ッセージ１１１０を（例えば、第１の無線ノード８０５に）送信し得る。
【００８８】
　第１の無線ノード８０５が（例えば、第２の無線ノード８１０から）確認メッセージ１
１１０を受信すると、第１の無線ノード８０５は、アップリンクキャリアにアクセスする
ことができる（１１１５）。アップリンクキャリアにアクセスする（１１１５）と、第１
の無線ノード８０５は、（例えば、第２の無線ノード８１０に）完了メッセージ１１２０
を送信し得る。第１の無線ノード８０５が完了メッセージ１１２０を送信すると、第１の
無線ノード８０５は、（例えば、さらなる）データを（例えば、第２の無線ノード８１０
に）送信するためにアップリンクキャリアを使用することができる。
【００８９】
　いくつかの例では、第１の無線ノード８０５が、データの送信のためにアップリンクキ
ャリアを使用しているとき、第２の無線ノード８１０は、複数のアップリンクキャリアに
対応する情報を（例えば、第１の無線ノード８０５に）送信することができる。情報は、
第１のアップリンクキャリアに対応する第１の情報１１２５、第２のアップリンクキャリ
アに対応する第２の情報１１３０、及び／又は第３のアップリンクキャリアに対応する第
３の情報１１３５を備えることができ、第１のアップリンクキャリア、第２のアップリン
クキャリア、及び／又は第３のアップリンクキャリアは複数のアップリンクキャリア内に
含まれる。複数のアップリンクキャリアからの第２のアップリンクキャリアは、データ送
信のために使用されるように選択され得る。従って、第１の無線ノード８０５は、受信さ
れた情報に基づいて、複数のアップリンクキャリアから第２のアップリンクキャリアを選
択することができる。
【００９０】
　第１の無線ノード８０５は、（例えば、その後）第２のアップリンクキャリアにアクセ
スすることを要求し得る。従って、第１の無線ノード８０５は、第２のアップリンクキャ
リアにアクセスするための要求１１４０を第２の無線ノード８１０に送信することができ
、要求１１４０は、第２のアップリンクキャリアの表示を備える。
【００９１】
　図１２は、第１の無線ノード８０５から第２の無線ノード８１０へアップリンクキャリ
アにアクセスするための要求の送信を促進するためのシステム１２００の例を示す。第１
の無線ノード８０５は、アップリンクキャリアにアクセスするための要求１２０５を第２
の無線ノード８１０に送信することができる。アップリンクキャリアが（例えば、第１の
無線ノード８０５がアクセスするために）利用可能であると決定することに応答して、第
２の無線ノード８１０は、（例えば、第１の無線ノード８０５に）確認メッセージ１２１
０を送信し得る。
【００９２】
　第１の無線ノード８０５が（例えば、第２の無線ノード８１０から）確認メッセージ１
２１０を受信すると、第１の無線ノード８０５は、アップリンクキャリアにアクセスする
ことができる（１２１５）。アップリンクキャリアにアクセスする（１２１５）と、第１
の無線ノード８０５は、（例えば、第２の無線ノード８１０に）完了メッセージ１２２０
を送信し得る。第１の無線ノード８０５が完了メッセージ１２２０を送信すると、第１の
無線ノード８０５は、（例えば、さらなる）データを（例えば、第２の無線ノード８１０
に）送信するためにアップリンクキャリアを使用し得る。
【００９３】
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　いくつかの例では、第１の無線ノード８０５が、データの送信のためにアップリンクキ
ャリアを使用しているとき、（例えば、アップリンクキャリアに関連して）負荷変化１２
２５が発生する。負荷変化１２２５は、アップリンクキャリアの優先度の変化を引き起こ
し得る。優先度の変更が発生し、及び／又は（例えば、第１の無線ノード８０５及び／又
は第２の無線ノード８１０によって）決定される（例えば、検出される）とき、第２の無
線ノード８１０は、複数のアップリンクキャリアに対応する情報を（例えば、第１の無線
ノード８０５に）送信することができる。
【００９４】
　情報は、第１のアップリンクキャリアに対応する第１の情報１２３０、第２のアップリ
ンクキャリアに対応する第２の情報１２３５、及び／又は第３のアップリンクキャリアに
対応する第３の情報１２４０を備えることができ、第１のアップリンクキャリア、第２の
アップリンクキャリア、及び／又は第３のアップリンクキャリアは、複数のアップリンク
キャリア内に含まれる。複数のアップリンクキャリアからの第４のアップリンクキャリア
は、データ送信のために使用されるように選択され得る。
【００９５】
　第１の無線ノード８０５は、（例えば、その後）第４のアップリンクキャリアにアクセ
スすることを要求することができる。従って、第１の無線ノード８０５は、第４のアップ
リンクキャリアにアクセスするための要求１２４５を第２の無線ノード８１０に送信する
ことができる。
【００９６】
　図１３は、第１の無線ノード８０５から第２の無線ノード８１０へのアップリンクキャ
リアにアクセスするための要求の送信を促進するためのシステム１３００の一例を示す。
第１の無線ノード８０５は、アップリンクキャリアにアクセスするための要求１３０５を
第２の無線ノード８１０に送信することができる。アップリンクキャリアが（例えば、第
１の無線ノード８０５がアクセスするために）利用可能であると決定することに応答して
、第２の無線ノード８１０は、（例えば、第１の無線ノード８０５に）確認メッセージ１
３１０を送信し得る。
【００９７】
　第１の無線ノード８０５が（例えば、第２の無線ノード８１０から）確認メッセージ１
３１０を受信すると、第１の無線ノード８０５は、アップリンクキャリアにアクセスする
ことができる（１３１５）。アップリンクキャリアにアクセスする（１３１５）と、第１
の無線ノード８０５は、（例えば、第２の無線ノード８１０に）完了メッセージ１３２０
を送信し得る。いくつかの例では、第１の無線ノード８０５が、データの送信のためにア
ップリンクキャリアを使用しているとき、第２の無線ノード８１０は、複数のアップリン
クキャリアに対応する情報を（例えば、第１の無線ノード８０５に）送信することができ
る。情報は、複数のアップリンクキャリアに対応する第１の情報１３３０、第２の情報１
３３５、及び／又は第３の情報１３４０を備えることができる。複数のアップリンクキャ
リアからの第２のアップリンクキャリアは、データ送信のために使用されるように選択さ
れ得る。従って、第１の無線ノード８０５は、受信された情報に基づいて、複数のアップ
リンクキャリアから第２のアップリンクキャリアを選択することができる。
【００９８】
第１の無線ノード８０５は、（例えば、その後）第２のアップリンクキャリアにアクセス
するための第２の要求１３４５を第２の無線ノード８１０に送信することができる。第２
のアップリンクキャリアが（例えば、第１の無線ノード８０５がアクセスするために）利
用可能であることを決定することに応答して、第２の無線ノード８１０は、（例えば、第
１の無線ノード８０５に）確認メッセージ１３５０を送信することができる。第１の無線
ノード８０５が（例えば、第２の無線ノード８１０から）確認メッセージ１３５０を受信
すると、第１の無線ノード８０５は、アップリンクキャリアにアクセスすることができる
（１３５５）。アップリンクキャリアにアクセスする（１３５５）と、第１の無線ノード
８０５は、（例えば、第２の無線ノード８１０に）完了メッセージ１３６０を送信し得る
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。
【００９９】
　図１４は、第１の無線ノード８０５から第２の無線ノード８１０へアップリンクキャリ
アにアクセスするための要求の送信を促進するためのシステム１４００の例を示す。いく
つかの例では、第２の無線ノード８１０は、複数のアップリンクキャリアに対応する情報
を（例えば、第１の無線ノード８０５に）送信することができる。情報は、複数のアップ
リンクキャリアに対応する第１の情報１４０５、第２の情報１４１０、及び／又は第３の
情報１４１５を備えることができる。複数のアップリンクキャリアからのアップリンクキ
ャリアは、データ送信のために使用されるように選択され得る。従って、第１の無線ノー
ド８０５は、受信された情報に基づいて、複数のアップリンクキャリアからアップリンク
キャリアを選択し得る。
【０１００】
　第１の無線ノード８０５は、（例えば、その後）アップリンクキャリアにアクセスする
ことができる（１４２０）。いくつかの例では、アクセス１４２０は、アップリンクキャ
リアへのランダムアクセスを開始することを備える。次いで、第１の無線ノード８０５は
、要求１４２５を第２の無線ノード８１０に送信することができる。アップリンクキャリ
アが（例えば、第１の無線ノード８０５がアクセスするために）利用可能であると決定す
ることに応答して、第２の無線ノード８１０は、（例えば、第１の無線ノード８０５に）
確認メッセージ１４３０を送信し得る。第１の無線ノード８０５が確認メッセージ１４３
０を受信すると、第１の無線ノード８０５は、（例えば、第２の無線ノード８１０に）完
了メッセージ１４３５を送信することができる。
【０１０１】
　図１５は、第１の無線ノード８０５から第２の無線ノード８１０へアップリンクキャリ
アにアクセスするための要求の送信を促進するためのシステム１５００の一例を示す。い
くつかの例では、第２の無線ノード８１０は、複数のアップリンクキャリアに対応する情
報を（例えば、第１の無線ノード８０５に）送信することができる。情報は、複数のアッ
プリンクキャリアに対応する第１の情報１５０５、第２の情報１５１０、及び／又は第３
の情報１５１５を備えることができる。複数のアップリンクキャリアからのアップリンク
キャリアは、データ送信のために使用されるように選択され得る。
従って、第１の無線ノード８０５は、受信された情報に基づいて、複数のアップリンクキ
ャリアからアップリンクキャリアを選択し得る。
【０１０２】
　第１の無線ノード８０５は、（例えば、その後）アップリンクキャリアにアクセスする
ことができる（１５２０）。いくつかの例では、アクセス１５２０は、アップリンクキャ
リアへのランダムアクセスを開始することを備える。次いで、第１の無線ノード８０５は
、要求１５２５を第２の無線ノード８１０に送信することができる。（例えば、第１の無
線ノード８０５がアクセスするために）アップリンクキャリアが利用可能でないと判定す
ることに応答して、第２の無線ノード８１０は、（例えば、第１の無線ノード８０５に）
拒絶メッセージ１５３０を送信し得る。
【０１０３】
　拒絶メッセージ１５３０の受信に応答して、第１の無線ノード８０５は、（例えば、第
２の無線ノードへの）データ１５３５の送信のために、（例えば、アップリンクキャリア
へのアクセスを停止するか、及び／又は）、第１の無線ノード８０５がすでに（例えば、
以前に）アクセスした可能性がある初期アップリンクキャリアを使用することができる。
【０１０４】
　図１６は、第１の無線ノード８０５から第２の無線ノード８１０へアップリンクキャリ
アにアクセスするための要求の送信を促進するためのシステム１６００の一例を示す。第
１の無線ノード８０５は、アップリンクキャリアにアクセスするための要求１６０５を第
２の無線ノード８１０に送信することができる。アップリンクキャリアが（例えば、第１
の無線ノード８０５がアクセスするために）利用可能であると決定することに応答して、
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第２の無線ノード８１０は、（例えば、第１の無線ノード８０５に）確認メッセージ１６
１０を送信し得る。
【０１０５】
　第１の無線ノード８０５が（例えば、第２の無線ノード８１０から）確認メッセージ１
６１０を受信すると、第１の無線ノード８０５は、アップリンクキャリアにアクセスする
ことができる（１６１５）。アップリンクキャリアにアクセスする（１６１５）と、第１
の無線ノード８０５は、（例えば、第２の無線ノード８１０に）完了メッセージ１６２０
を送信し得る。
【０１０６】
　いくつかの例では、第１の無線ノード８０５は、送信上の問題１６２５を有することが
あり得る。例えば、第１の無線ノード８０５は、アップリンクキャリアを使用して、所望
の速度でデータを送信することができない場合がある。第２の無線ノード８１０は、（例
えば、第２のアップリンクキャリアに関連付けられた）アップリンクキャリア表示情報１
６３０を第１の無線ノードに送信することによって、（例えば、次いで）（例えば、直接
に）第２の（例えば、代替の）アップリンクキャリアを第１の無線ノードに示すことがで
きる。
【０１０７】
　第１の無線ノード８０５は、第２のアップリンクキャリアに（例えば、次いで）（例え
ば、直接）アクセスすることができる（１６３５）。いくつかの例では、アクセスするこ
と（１６３５）は、第２のアップリンクキャリアへのランダムアクセスを開始することを
備える。代替的に及び／又は追加的に、アクセス１６３５は、第２のアップリンクキャリ
アへの非競合ランダムアクセスを開始することを含む。第１の無線ノード８０５は、（例
えば、次いで）第２の完了メッセージ１６４０を送信することができる。
【０１０８】
　図１７は、第１の無線ノード８０５から第２の無線ノード８１０へアップリンクキャリ
アにアクセスするための要求の送信を促進するためのシステム１７００の一例を示す。い
くつかの例では、第１の無線ノード８０５は、送信上の問題１７０５を有する（例えば、
有すると判定される）ことがある。例えば、第１の無線ノード８０５は、アップリンクキ
ャリアを使用して、所望の速度でデータを送信することができない場合がある。いくつか
の例では、送信上の問題１７０５は、第１の無線ノード８０５が、閾値回数（例えば、最
大回数）だけアップリンクキャリアにランダムアクセスプリアンブルを送信するときに発
生する。代替的に及び／又は追加的に、送信上の問題１７０５は、第１の無線ノード８０
５が閾値回数（例えば、最大回数）だけアップリンクキャリアにデータパケットを送信す
るときに発生する。代替的に及び／又は追加的に、送信上の問題１７０５は、アップリン
クキャリアが（例えば、ＴＡタイマタイムアウトに関連して）ステップから外れていると
きに発生する。送信上の問題１７０５を決定することに応答して、第１の無線ノード８０
５は、第２のアップリンクキャリアにアクセスするための要求１７１０を第２の無線ノー
ド８１０に送信することができる。
【０１０９】
　図１８は、第１の無線ノード８０５から第２の無線ノード８１０へアップリンクキャリ
アにアクセスするための要求の送信を促進するためのシステム１８００の一例を示す。第
２の無線ノード８１０は、複数のアップリンクキャリアに対応する情報を（例えば、第１
の無線ノード８０５に）送信することができる。情報は、ダウンリンクキャリアを使用し
て送信され得る。情報は、複数のアップリンクキャリアに対応する第１の情報１８０５、
第２の情報１８１０、及び／又は第３の情報１８１５を備えることができる。複数のアッ
プリンクキャリアからのアップリンクキャリアは、データ送信のために使用されるように
選択され得る。従って、第１の無線ノード８０５は、受信された情報に基づいて、複数の
アップリンクキャリアからアップリンクキャリアを選択し得る。
【０１１０】
　第１の無線ノード８０５は、（例えば、その後）アップリンクキャリアにアクセスする
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ための要求１８２０を第２の無線ノード８１０に送信することができる。要求１８２０は
、（例えば、以前に）アクセスされた初期アップリンクキャリアを使用して送信され得る
。アップリンクキャリアが（例えば、第１の無線ノード８０５がアクセスするために）利
用可能であると決定することに応答して、第２の無線ノード８１０は、（例えば、第１の
無線ノード８０５に）確認メッセージ１８２５を送信し得る。確認メッセージ１８２５は
、ダウンリンクキャリアを使用して送信されることができる。第１の無線ノード８０５が
（例えば、第２の無線ノード８１０から）確認メッセージ１８２５を受信すると、第１の
無線ノード８０５は、アップリンクキャリアにアクセスすることができる（１８３０）。
アクセス１８３０は、ダウンリンクキャリア、初期アップリンクキャリア、及び／又はア
ップリンクキャリアに関連付けられ得る。アップリンクキャリアにアクセスする（１８３
０）と、第１の無線ノード８０５は、（例えば、第２の無線ノード８１０に）完了メッセ
ージ１８３５を送信し得る。完了メッセージ１８３５は、アップリンクキャリアを使用し
て送信され得る。
【０１１１】
　図１９は、第１の無線ノード８０５から第２の無線ノード８１０へアップリンクキャリ
アにアクセスするための要求の送信を促進するためのシステム１９００の一例を示す。第
２の無線ノード８１０は、複数のアップリンクキャリアに対応する情報を（例えば、第１
の無線ノード８０５に）送信することができる。情報は、ダウンリンクキャリアを使用し
て送信され得る。情報は、複数のアップリンクキャリアに対応する第１の情報１９０５、
第２の情報１９１０、及び／又は第３の情報１９１５を備えることができる。複数のアッ
プリンクキャリアからのアップリンクキャリアは、データ送信のために使用されるように
選択され得る。従って、第１の無線ノード８０５は、受信された情報に基づいて、複数の
アップリンクキャリアからアップリンクキャリアを選択し得る。
【０１１２】
　第１の無線ノード８０５は、（例えば、その後）アップリンクキャリアにアクセスする
ことができる（１９２０）。いくつかの例では、アクセス１９２０は、アップリンクキャ
リアへのランダムアクセスを開始することを備える。アクセス１９２０は、ダウンリンク
キャリア及び／又はアップリンクキャリアに関連付けられ得る。次いで、第１の無線ノー
ド８０５は、要求１９２５を第２の無線ノード８１０に送信することができる。要求１９
２５は、アップリンクキャリアを使用して送信され得る。
アップリンクキャリアが（例えば、第１の無線ノード８０５がアクセスするために）利用
可能であると決定することに応答して、第２の無線ノード８１０は、（例えば、第１の無
線ノード８０５に）確認メッセージ１９３０を送信し得る。確認メッセージ１９３０は、
ダウンリンクキャリアを使用して送信されることができる。第１の無線ノード８０５が確
認メッセージ１９３０を受信すると、第１の無線ノード８０５は、（例えば、第２の無線
ノード８１０に）完了メッセージ１９３５を送信することができる。完了メッセージ１９
３５は、アップリンクキャリアを使用して送信され得る。
【０１１３】
　図２０は、第１の無線ノード８０５から第２の無線ノード８１０へアップリンクキャリ
アにアクセスするための要求の送信を促進するためのシステム２０００の一例を示す。第
１の無線ノード８０５は、（例えば、以前に）アクセスされた初期アップリンクキャリア
に関連する送信上の問題２００５を有する場合がある（例えば、有すると決定される）。
例えば、第１の無線ノード８０５は、初期アップリンクキャリアを使用して、所望の速度
でデータを送信することができない場合がある。第２の無線ノード８１０は、（例えば、
第２のアップリンクキャリアに関連付けられた）アップリンクキャリア表示情報２０１０
を第１の無線ノード８０５に送信することによって、（例えば、そのとき）（例えば、直
接に）第１の無線ノード８０５に（例えば、代替の）アップリンクキャリアを示し得る。
アップリンクキャリア表示情報２０１０は、ダウンリンクキャリアを使用して送信され得
る。
【０１１４】
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　第１の無線ノード８０５は、第２のアップリンクキャリアに（例えば、次いで）（例え
ば、直接）アクセスすることができる（２０１５）。アクセス２０１５は、ダウンリンク
キャリア、初期アップリンクキャリア、及び／又はアップリンクキャリアに関連付けられ
得る。いくつかの例では、アクセス２０１５は、アップリンクキャリアへのランダムアク
セスを開始することを備える。代替的に及び／又は追加的に、アクセス２０１５は、アッ
プリンクキャリアへの非競合ランダムアクセスを開始することを含む。第１の無線ノード
８０５は、（例えば、その後）完了メッセージ２０２０を第２の無線ノード８１０に送信
することができる。完了メッセージ２０２０は、アップリンクキャリアを使用して送信さ
れ得る。
【０１１５】
　図２１は、本明細書で提供される技法の少なくとも一部を利用することができる基地局
２１５０（例えば、ノード）の概略アーキテクチャ図２１００を提示する。そのような基
地局２１５０は、他の開示された技法、シナリオなどのうちの１つ又は複数のうちの少な
くともいくつかなどのサービスを提供するために、単独で、又は他の基地局、ノード、エ
ンドユニット、及び／又はサーバなどと併せて、構成及び／又は能力において広範に変化
し得る。例えば、基地局２１５０は、１つ又は複数のユーザ機器（ＵＥ）を、符号分割多
元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分
割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交ＦＤＭＡ　（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シ
ングルキャリアＦＤＭＡ　（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワーク等の、例えば、接続され、及
び／又は1つ又は複数の他の基地局を含むことができる（無線の）ネットワークに接続す
ることができる。
ネットワークは、ＵＴＲＡ(Universal Terrestrial Radio Access)、ＣＤＭＡ１３０００
、ＧＳＭ(登録商標)（Global System for Mobile Communications)、Ｅ－ＵＴＲＡ(Evolv
ed UTRA)、IＥＥＥ　８０２．１１、ＩＥＥＥ　８０２．１６、ＩＥＥＥ　８０２．２０
、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ等のような無線技術を実装することができる。基地局２１５０及
び／又はネットワークは、LTE(Long-Term Evolution)などの標準を使用して通信すること
ができる。
【０１１６】
　基地局２１５０は、命令を処理する１つ又は複数の（例えば、ハードウェア）プロセッ
サ２１１０を備えることができる。１つ又は複数のプロセッサ２１１０は、任意に、複数
のコア、例えば数学コプロセッサ又は統合グラフィカル処理ユニット（ＧＰＵ）などの１
つ又は複数のコプロセッサ、及び／又はローカル・キャッシュ・メモリの１つ又は複数の
層を含むことができる。基地局２１５０は、オペレーティングシステム２１０４などの様
々な形態のアプリケーション、1つ又は複数の基地局アプリケーション２１０６、及び／
又は、データベース２１０８及び／又はファイルシステムなどの様々な形態のデータを格
納するメモリ２１０２を備えることができる。基地局２１５０は、ローカルエリアネット
ワーク及び／又はワイドエリアネットワークに接続可能な有線及び／又は無線ネットワー
クアダプタ２１１４などの様々な周辺コンポーネント、ハードディスクドライブ、ソリッ
ドステートストレージデバイス（ＳＳＤ）、フラッシュメモリデバイス、及び／又は磁気
及び／又は光ディスクリーダなどの１つ又は複数のストレージコンポーネント２１１６、
及び／又は他の周辺コンポーネントを備えることができる。
【０１１７】
　基地局２１５０は、シリアル又はパラレルＡＴアタッチメント（ＡＴＡ）バスプロトコ
ルの変形、ユニフォームシリアルバス（ＵＳＢ）プロトコル、及び／又は小型コンピュー
タシステムインターフェース（ＳＣＩ）バスプロトコルなどの様々なバス技術を使用して
、プロセッサ２１１０、メモリ２１０２、及び／又は様々な周辺機器を相互接続する１つ
又は複数の通信バス２１１２を特徴とするメインボードを備えることができる。マルチバ
スシナリオでは、通信バス２１１２は、基地局２１５０を少なくとも１つの他のサーバと
相互接続し得る。基地局２１５０に任意選択で含まれ得る他の構成要素は（図２１の概略
図２１００には示されていないが）、ディスプレイ、グラフィカル処理ユニット（ＧＰＵ
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）などのディスプレイアダプタ、キーボード及び／又はマウスなどの入力周辺機器、及び
／又は基地局２１５０を準備完了状態にブートすることを促進する基本入出力システム（
ＢＩＯＳ）ルーチンを記憶することができるフラッシュメモリデバイスなどを含む。
【０１１８】
　基地局２１５０は、デスクトップ又はタワーなどの様々な物理的エンクロージャ内で動
作することができ、及び／又は「オールインワン」デバイスとしてディスプレイと一体化
することができる。基地局２１５０は、水平に、及び／又はキャビネット又はラック内に
取り付けられてもよく、及び／又は単に相互接続された構成要素のセットを備えてもよい
。基地局２１５０は、他の構成要素のための電力を供給及び／又は調整する専用及び／又
は共用電源２１１８を備えることができる。基地局２１５０は、別の基地局及び／又はサ
ーバ及び／又は他のデバイスに電力を提供し、及び／又はそれらから電力を受信し得る。
基地局２１５０は、温度、湿度、及び／又は気流などの気候特性を調整する共有及び／又
は専用気候制御ユニット２１２０を備えることができる。多くのそのような基地局２１５
０は、本明細書で提示される技法の少なくとも一部を利用するように構成され、及び／又
は適合され得る。
【０１１９】
　図２２は、ユーザ機器（ＵＥ）２２５０（例えば、ノード）の概略的なアーキテクチャ
図２２００を提示し、ここで提示される技術の少なくとも一部が実装され得る。そのよう
なＵＥ　２２５０は、利用者に様々な機能性を提供するために、構成及び／又は能力にお
いて幅広く変化し得る。ＵＥ　２２５０は、携帯電話（例えば、スマートフォン）、デス
クトップ又はタワーワークステーション、ディスプレイ２２０８と一体化された「オール
インワン」デバイス、ラップトップ、タブレット、コンバーチブルタブレット、又はパー
ムトップデバイス、ヘッドセット、アイグラス、イヤピース、及び／又は腕時計に搭載可
能な、及び／又は衣料品と一体化された、着用可能デバイス、及び／又はテーブルトップ
などの家具の一部、及び／又は車両又は住宅などの別のデバイスの構成要素などの様々な
フォームファクタで提供され得る。ＵＥ　２２５０は、電話、ワークステーション、キオ
スク、メディアプレーヤ、ゲームデバイス、及び／又は機器など、様々な役割で利用者に
サービスを提供し得る。
【０１２０】
　ＵＥ　２２５０は、命令を処理する１つ又は複数の（例えば、ハードウェア）プロセッ
サ２２１０を備えることができる。１つ又は複数のプロセッサ２２１０は、任意に、複数
のコア、数学コプロセッサ又は統合グラフィカル処理ユニット（ＧＰＵ）などの１つ又は
複数のコプロセッサ、及び／又はローカル・キャッシュ・メモリの１つ又は複数の層を含
むことができる。ＵＥ　２２５０は、オペレーティングシステム２２０３などの様々な形
態のアプリケーション、ドキュメントアプリケーション、メディアアプリケーション、フ
ァイル及び／又はデータアクセスアプリケーション、ウェブブラウザ及び／又は電子メー
ルクライアント、ユーティリティ、及び／又はゲームなどの通信アプリケーションなどの
１つ又は複数のユーザアプリケーション２２０２、及び／又は様々な周辺機器用のドライ
バを格納するメモリ２２０１を備えることができる。
【０１２１】
　ＵＥ　２２５０は、ローカルエリアネットワーク及び／又はワイドエリアネットワーク
に接続可能な有線及び／又は無線ネットワークアダプタ２２０６などの様々な周辺コンポ
ーネント、ディスプレイアダプタ（任意選択でグラフィカル処理ユニット（ＧＰＵ）を含
む）に結合されたディスプレイ２２０８などの１つ又は複数の出力コンポーネント、スピ
ーカに結合されたサウンドアダプタ、及び／又はプリンタ、ディスプレイ２２０８のキー
ボード２２１１、マウス、マイクロフォン、カメラ、及び／又はタッチセンシティブコン
ポーネントなどの利用者からの入力を受信するための入力デバイス、ならびに／あるいは
ＵＥ　２２５０の位置、速度、及び／又は加速度を検出するＧＰＳ受信機２２１９、コン
パス、加速度計、及び／又はＵＥ　２２５０の物理的な向きを検出するジャイロスコープ
などの環境センサを備えることができる。ＵＥ２２５０に任意選択で含まれ得る他の構成
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要素は（図２２の概略アーキテクチャ図２２００には示されていないが）、ハードディス
クドライブ、ソリッドステート記憶デバイス（ＳＳＤ）、フラッシュメモリデバイス、及
び／又は磁気及び／又は光ディスクリーダなどの１つ又は複数の記憶構成要素と、準備完
了状態へのＵＥ２２５０のブートを促進する基本入出力システム（ＢＩＯＳ）ルーチンを
記憶することができるフラッシュメモリデバイスと、温度、湿度、及び気流などの気候特
性を調整する気候制御ユニットとのうちの少なくとも１つとを含む。
【０１２２】
　ＵＥ　２２５０は、シリアル又はパラレルＡＴアタッチメント（ＡＴＡ）バスプロトコ
ルの変形、ユニフォームシリアルバス（ＵＳＢ）プロトコル、及び／又はスモールコンピ
ュータシステムインターフェース（ＳＣＩ）バスプロトコルなどの様々なバス技術を使用
して、プロセッサ２２１０、メモリ２２０１、及び／又は様々な周辺機器を相互接続する
１つ又は複数の通信バス２２１２を特徴とするメインボードを備えることができる。ＵＥ
　２２５０は、他の構成要素のための電力を供給及び／又は調整する専用及び／又は共有
電源２２１８、ならびに／あるいは、ＵＥ２２５０が電源２２１８を介して電源に接続さ
れていない間に使用するための電力を蓄積する電池２２０４を備え得る。ＵＥ　２２５０
は、他のクライアントデバイスに電力を提供し、及び／又は他のクライアントデバイスか
ら電力を受信することができる。
【０１２３】
　図２３は、例示的な一時的でないコンピュータ可読媒体２３０２を含むシナリオ２３０
０の図である。非一時的コンピュータ可読媒体２３０２は、プロセッサ２３１６によって
実行されると、本明細書の規定のうちの少なくともいくつかの（例えば、プロセッサ２３
１６による）性能を生じさせるプロセッサ実行可能命令２３１２を備えることができる。
非一時的コンピュータ可読媒体２３０２は、メモリ半導体（例えば、スタティックランダ
ムアクセスメモリ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）、及
び／又はシンクロナスダイナミックランダムアクセスメモリ（ＳＤＲＡＭ）技術を利用す
る半導体）、ハードディスクドライブのプラッタ、フラッシュメモリデバイス、又は磁気
ディスクもしくは光ディスク（コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク（
ＤＶＤ）、及び／又はフロッピーディスクなど）を備えることができる。例示的な非一時
的コンピュータ可読媒体２３０２は、デバイス２３０８の読取装置２３１０（例えば、ハ
ードディスクドライブの読取ヘッド、又はソリッドステート記憶デバイス上で呼び出され
る読取動作）による読取２３０６を受けたときに、プロセッサ実行可能命令２３１２を表
すコンピュータ可読データ２３０４を記憶する。いくつかの実施形態では、プロセッサ実
行可能命令２３１２は、実行されると、例えば、図１の例示的な方法１００、図２の例示
的な方法２００、図３の例示的な方法３００、図４の例示的な方法４００、図５の例示的
な方法５００、図６Ａの例示的な方法６００、図６Ｂの例示的な方法６５０、及び／又は
図７の例示的な方法７００のうちの少なくともいくつかなどの動作を実行させる。いくつ
かの実施形態では、プロセッサ実行可能命令２３１２は、例えば、図８の例示的なシステ
ム８００、図９の例示的なシステム９００、図１０の例示的なシステム１０００、図１１
の例示的なシステム１１００、図１２の例示的なシステム１２００、図１３の例示的なシ
ステム１３００、図１４の例示的なシステム１４００、図１５の例示的なシステム１５０
０、図１６の例示的なシステム１６００、図１７の例示的なシステム１７００、図１８の
例示的なシステム１８００、図１９の例示的なシステム１９００、及び／又は図２０の例
示的なシステム２０００のうちの少なくともいくつかなど、システム及び／又はシナリオ
の実装を生じさせるように構成される。
【０１２４】
　本出願で使用されるように、「コンポーネント」、「モジュール」、「システム」、「
インターフェース」及び／又は同様のものは、一般に、ハードウェア、ハードウェアとソ
フトウェアの組合せ、ソフトウェア、又は実行中のソフトウェアのいずれかであるコンピ
ュータ関連エンティティを指すことが意図される。例えば、コンポーネントは、プロセッ
サ上で実行されるプロセス、プロセッサ、物体、実行ファイル、実行スレッド、プログラ
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ム、及び／又はパソコンであってもよいが、これらに限定されない。一例として、コント
ローラ上で実行されるアプリケーションとコントローラの両方がコンポーネントであり得
る。1つ又は複数のコンポーネントは、プロセス及び／又は実行スレッド内に常駐するこ
とができ、コンポーネントは、1つのコンピュータ上にローカライズされ、及び／又は2つ
以上のコンピュータ（例えば、ノード（複数可））間に分散され得る。別段の指定がない
限り、「第１の」、「第２の」などは、時間的側面、空間的側面、順序付けなどを暗示す
ることを意図しない。むしろ、そのような用語は、単に、特徴、要素、アイテムなどのた
めの識別子、名前などとして使用される。例えば、第１の物体及び第２の物体は、一般に
、物体Ａ及び物体Ｂ、又は２つの異なるもしくは２つの同一の物体、又は同じ物体に対応
する。さらに、「例」は、本明細書では、例、例示などとして役立つことを意味するため
に使用され、必ずしも有利であるとは限らない。本明細書で使用される「又は」は、排他
的な「又は」ではなく、包括的な「又は」を意味することが意図される。加えて、本出願
において使用される「ａ」及び「ａｎ」は、文脈上、単数形に向けられるように別段の指
定がない限り、「１以上」を意味すると一般に解釈される。また、「Ａ及びＢの少なくと
も１つ」及び／又は「等」は、一般に、Ａ又はＢ、又はＡ及びＢの両方を意味し、さらに
、「含む」、「有する」、「有する」、「有する」、「有する」及び／又はそれらの変形
が、詳細な説明又は特許請求の範囲のいずれかにおいて使用される範囲において、そのよ
うな用語は、用語「備える」と同様に包括的であることが意図される。
【０１２５】
　主題は、構造的特徴及び／又は方法論的法律に特有の言語で説明されてきたが、添付の
特許請求の範囲で定義される主題は、必ずしも上記の特定の特徴又は法律に限定されない
ことを理解されたい。むしろ、上述の特定の特徴及び動作は、特許請求の範囲の少なくと
も一部を実施する例示的な形態として開示されている。
【０１２６】
　さらに、特許請求される主題は、開示される主題を実施するためにコンピュータ（例え
ば、ノード）を制御するためのソフトウェア、ファームウェア、ハードウェア、又はそれ
らの任意の組合せを生成するための標準的なプログラミング及び／又はエンジニアリング
技法を使用して、方法、装置、又は製造品として実施され得る。本明細書で使用される「
製造品」という用語は、任意のコンピュータ可読デバイス、キャリア、又は媒体からアク
セス可能なコンピュータプログラムを包含することを意図している。もちろん、特許請求
される主題の範囲又は精神から逸脱することなく、この構成に対して多くの修正を行うこ
とができる。
【０１２７】
　本明細書では、実施形態及び／又は実施例の様々な動作が提供される。本明細書で業務
のいくつか又はすべてが説明される順序は、これらの業務が必ずしも順序に依存すること
を暗示するものとして解釈されるべきではない。代替の順序付けは、この説明の恩恵を受
ける当業者によって理解される。さらに、すべての動作が、本明細書で提供される各実施
形態及び／又は例に必ずしも存在するわけではないことが理解されよう。また、いくつか
の実施形態及び／又は例では、すべての動作が必要であるわけではないことも理解されよ
う。
【０１２８】
　また、本開示は、1つ又は複数の実装形態に関して示され、説明されてきたが、本明細
書及び添付の図面を読んで理解することに基づいて、同等の変更及び修正が当業者に想起
されるであろう。特に、上述の構成要素（例えば、要素、リソースなど）によって実行さ
れる様々な機能に関して、そのような構成要素を説明するために使用される用語は、特に
表示がない限り、開示された構造と構造的に同等ではないが、説明された構成要素の指定
された機能（例えば、機能的に同等である）を実行する任意の構成要素に対応することが
意図される。加えて、本開示の特定の特徴は、いくつかの実装形態のうちの1つのみに関
して開示されているが、そのような特徴は、任意の所与の又は特定のアプリケーションに
対して所望され、有利であり得るように、他の実装形態の1つ又は複数の他の特徴と組み
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